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概
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財
政
再
建
推
進
計
画
の
実
施
に
伴
い
、
歳
入
歳
出
の
決
算
額
は
昨
年

に
比
べ
て
大
幅
な
縮
少
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
国
の
進
め
る
三
位
一
体

の
改
革
の
動
向
と
下
水
道
会
計
へ
の
繰
出
額
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
計

画
の
実
効
性
を
さ
ら
に
高
め
、
再
建
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

最
大
の
構
成
比
を
占
め
る
地
方

税
は
、
法
人
市
民
税
の
増
加
が
あ

歳
入

個
々
の
項
目
で
は
、
景
気
の
低

迷
に
よ
り
税
収
が
減
少
傾
向
を
見

せ
て
い
ま
す
。
市
税
の
落
ち
込
み
に

伴
い
、
増
加
す
べ
き
地
方
交
付
税

で
す
が
、
近
年
は
市
税
と
と
も
に

減
少
が
生
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も

国
の
進
め
る
三
位
一
体
の
改
革
に

よ
り
、
地
方
交
付
税
、
国
・
県
支

出
金
の
減
少
が
さ
ら
に
進
む
も
の

と
見
込
ま
れ
ま
す
。

る
も
の
の
、
市
民
税
の
個
人
所
得

割
が
7.8
％
減
少
す
る
な
ど
、
全
体

は
前
年
度
よ
り
１
億
９
千
万
円
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
地
方
交
付
税

は
、
普
通
交
付
税
が
0.4
％
増
加
、

特
別
交
付
税
が
6.0
％
減
少
し
た
た

め
、
全
体
で
２
千
８
百
万
円
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
は
地
方
譲
与
税
等
を
除
け

ば
、
全
て
の
項
目
で
前
年
を
下
回

る
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
歳
　
入

地
方
税
…
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
な
ど
住
民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い

た
だ
い
た
税
金
で
す
。

地
方
交
付
税
…
市
町
の
財
政
力
に
応
じ
て
国

か
ら
交
付
さ
れ
た
お
金
で
す
。

国
庫
支
出
金
…
事
業
に
対
し
て
国
か
ら
交
付

さ
れ
た
お
金
で
す
。

県
支
出
金
…
事
業
に
対
し
て
県
か
ら
交
付
さ

れ
た
お
金
で
す
。

地
方
債
…
大
き
な
事
業
を
す
る
と
き
に
借
り

た
お
金
で
す
。

繰
入
金
…
積
立
金
の
取
崩
し
金
や
他
の
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金
で
す
。

☆
歳
　
出

人
件
費
…
職
員
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
給

与
、
特
別
職
な
ど
に
対
す
る
報
酬
で
す
。

扶
助
費
…
児
童
保
育
、
老
人
医
療
、
福
祉
施

設
の
入
所
費
用
、
生
活
保
護
費
な
ど
、
社

会
保
障
制
度
の
一
環
と
し
て
、
生
活
困
窮

者
、
児
童
、
高
齢
者
、
心
身
障
害
者
等
を

援
助
す
る
経
費
で
す
。

公
債
費
…
地
方
債
（
借
金
）
の
元
金
と
利
子

の
償
還
金
で
す
。

建
設
事
業
費
…
施
設
等
の
建
設
整
備
に
支
出

さ
れ
た
経
費
で
す
。

補
助
費
等
…
団
体
へ
の
補
助
金
や
、
病
院
事

業
や
上
水
道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業
会
計

へ
の
負
担
金
、
補
助
金
、
出
資
金
と
し
て

支
出
さ
れ
た
経
費
で
す
。

繰
出
金
…
介
護
保
険
、
国
民
健
康
保
険
等
の

特
別
会
計
へ
支
出
さ
れ
た
経
費
で
す
。

☆
基
　
金

財
政
調
整
基
金
…
予
測
で
き
な
い
収
入
の
減

や
、
支
出
の
増
加
に
備
え
て
設
け
ら
れ
る

基
金
（
預
金
）

減
債
基
金
…
公
債
費
を
抑
制
す
る
た
め
に
積

み
立
て
ら
れ
た
基
金
（
預
金
）

特
定
目
的
基
金
…
公
債
費
を
抑
制
す
る
た
め

に
積
み
立
て
ら
れ
た
基
金
（
預
金
）。
地

域
福
祉
、
鉄
道
経
営
対
策
、
文
化
ス
ポ
ー

ツ
等

用
語
の
解
説

蜷歳入決算額の推移（一般会計） （単位：百万円）

項　　目 H11 H12 H13 H14 H15

地　方　税 6,698 6,573 6,537 6,347 6,154

地方交付税 4,645 4,941 4,575 4,453 4,425

地方譲与税等 1,291 1,513 1,512 1,229 1,249

国庫支出金 2,785 2,416 1,196 2,092 1,228

県 支 出 金 1,025 993 981 868 814

地　方　債 2,725 3,762 1,516 3,078 2,014

そ　の　他 5,176 4,801 4,826 4,091 3,508

歳　入　計 24,345 24,999 21,143 22,158 19,392
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図
書
館
建
設
、
市
街
地
再
開
発

な
ど
の
大
型
事
業
も
終
了
し
、
歳

出
予
算
規
模
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

財
政
再
建
推
進
計
画
の
取
り
組
み

に
よ
っ
て
、
人
件
費
、
物
件
費
な
ど

の
経
費
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
下
水
道
会
計
の
元
利
償

還
や
不
良
債
務
へ
の
対
応
、
ま
た

着
実
に
伸
び
つ
つ
あ
る
介
護
保
険
、

老
人
保
健
等
の
療
養
・
給
付
サ
ー
ビ

ス
へ
の
繰
り
出
し
な
ど
の
対
応
に
備

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

行
財
政
改
革
の
努
力
に
よ
り
、

人
件
費
、
物
件
費
な
ど
の
歳
出
削

減
を
図
る
も
の
の
、
公

債
費
、
扶
助
費
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
平
成
13

年
度
は
下
水
道
会
計
が

企
業
会
計
に
変
わ
っ
た

た
め
、
繰
出
金
と
補
助

費
等
の
間
に
大
き
な
増

減
が
生
じ
て
い
ま
す
。

◆
加
西
市
の
人
件
費
の

特
徴
〈
表
１
〉

人
件
費
は
、「
財
政

再
建
推
進
計
画
」
の
中

で
、
平
成
15
年
度
か
ら

19
年
度
ま
で
に
普
通
会

計
ベ
ー
ス
で
19
人
の
職
員

数
の
削
減
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
削
減
に
よ
る
累
積

効
果
は
５
年
間
で
約
２
億
６
千
万

円
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
計
画
の

推
進
を
図
り
、
よ
り
徹
底
し
た
内

部
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

◆
地
方
債
残
高
の
推
移
〈
表
２
〉

加
西
市
の
借
金
で
あ
る
市
債
の

会
計
ご
と
の
推
移
で
す
が
、
一
般

会
計
は
財
政
再
建
推
進
計
画
に
基

づ
き
平
成
20
年
度
末
を
目
途
に
１

割
減
の
１
９
０
億
円
台
を
め
ざ
し

て
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。
一
方
、

下
水
道
事
業
は
今
後
も
大
規
模
な

整
備
が
続
き
、
市
債
残
高
は
上
昇

を
見
込
み
ま
す
。
加
西
市
全
体
で

の
負
債
総
額
の
削
減
を
図
る
に
は

「
返
済
額
以
上
に
借
入
を
行
わ
な
い
」

を
基
本
に
、
建
設
投
資
の
抑
制
に

努
め
ま
す
。

◆
基
金
の
推
移
〈
表
３
〉

加
西
市
の
貯
金
と
言
え
る
基
金

は
、
毎
年
決
算
剰
余
金
の
積
立
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
厳
し
い
財
政
状

況
か
ら
収
入
の
補
填
の
た
め
多
額

の
取
り
崩
し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

基
金
総
額
の
減
少
が
続
い
て
い
ま

す
。

歳
出

蜷歳出の性質別に分けた決算額の推移 （単位：百万円）

項　　目 H11 H12 H13 H14 H15

義務的経費 8,418 8,079 8,365 8,467 8,511

人 件 費 4,349 4,265 4,347 4,134 4,060

扶 助 費 1,877 1,363 1,573 1,629 1,709

公 債 費 2,192 2,451 2,445 2,704 2,742

建設事業費 5,497 6,763 2,965 5,424 2,435

その他の経費 9,912 9,479 9,349 8,202 8,144

物 件 費 2,956 2,964 3,055 2,460 2,193

補助費等 2,363 1,806 3,094 2,728 2,707

繰 出 金 1,345 2,096 815 805 963

そ の 他 3,248 2,613 2,385 2,209 2,281

歳　出　計 23,827 24,321 20,679 22,093 19,090
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財
政
再
建
推
進
計
画
を
策
定

後
、
最
初
の
決
算
を
迎
え
ま
し
た
。

計
画
書
に
定
め
る
各
改
善
項
目
の

当
初
計
画
額
と
現
在
の
実
施
状
況

額
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。（
改
善

項
目
の
個
々
の
詳
細
は
財
政
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。）当

初
計
画
策
定
時
の
行
革
改
善

額
の
５
年
間
計
は
27
億
円
で
し
た
。

平
成
16
年
決
算
に
反
映
し
た
８
月

現
在
の
実
施
状
況
で
は
29
億
円
と

な
り
ま
し
た
。
５
年
間
の
総
額
で

２
億
円
の
改
善
額
が
追
加
さ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
平
成
24

年
ま
で
の
10
年
間
の
総
計
で
は
当

初
の
66
億
円
に
対
し
、
68
億
円
と

な
り
、
増
加
額
は
そ
の
ま
ま
の
２

億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
人
件
費

当
初
計
画
時
の
定
員
見
込
み
を

上
回
る
早
期
退
職
者
の
増
加
で
、

人
件
費
削
減
の
効
果
額
は
前
倒
し

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
自
然
減

だ
け
で
な
く
機
構
改
革
、
施
設
の

統
廃
合
、
民
間
委
託
等
の
中
で
人

員
の
減
を
見
込
み
、
さ
ら
に
削
減

を
進
め
ま
す
。

②
給
付
助
成
及
び
補
助
の
見
直
し

15
年
決
算
、
16
年
予
算
を
経
て
、

効
果
額
は
微
増
と
な
り
ま
し
た
。

各
種
協
議
会
や
団
体
の
経
費
削
減

に
伴
い
補
助
額
が
減
額
に
な
っ
た
も

の
、
納
税
組
合
補
助
金
の
よ
う
に

当
初
計
画
以
上
に
自
然
減
が
大
き

か
っ
た
も
の
な
ど
が
そ
の
要
因
で

す
。
し
か
し
、
補
助
金
等
の
削
減

を
実
行
す
る
に
は
、
市
か
ら
の
助

成
や
補
助
を
団
体
の
恒
久
的
な
収

入
と
す
る
傾
向
も
あ
り
、
今
後
も

十
分
に
説
明
を
行
い
、
意
見
交
換

を
行
い
な
が
ら
削
減
を
進
め
ま
す
。

③
民
間
委
託
の
推
進

現
在
、
計
画
を
進
め
て
い
る
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
処
理
業
務
、
ご

み
の
収
集
業
務
、
給
食
業
務
は
も

と
よ
り
、
そ
れ
以
外
に
も
新
た
な

業
務
の
洗
い
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
前
年
の
再
建
推
進
計
画
の
発

表
後
、
そ
れ
を
受
け
て
本
格
的
な

実
施
に
向
け
て
本
年
度
よ
り
検
討

を
開
始
し
た
組
織
や
機
構
の
改
革

と
あ
わ
せ
て
、
よ
り
具
体
化
し
た

業
務
改
善
と
委
託
方
式
の
実
施
計

画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

④
そ
の
他
事
務
事
業
の
見
直
し

市
役
所
内
の
事
務
等
の
改
善
額

は
病
院
事
業
会
計
へ
の
補
助
金
の

抑
制
と
借
入
金
の
繰
り
上
げ
償
還

に
よ
る
公
債
費
の
削
減
等
、
効
果

額
の
底
上
げ
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

事
務
改
善
は
最
低
限
度
必
要
と

さ
れ
る
義
務
経
費
、
法
定
事
務
、

法
定
負
担
等
の
制
限
も
あ
り
、
大

き
な
効
果
額
を
計
上
す
る
に
は
数

多
く
の
改
善
項
目
を
積
上
げ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

国
や
県
の
制
度
改
正
に
併
せ
て
抜

本
的
な
見
直
し
を
例
外
な
く
確
実

な
も
の
に
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
業

務
の
効
率
を
高
め
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
向
上
さ
せ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
小
さ
な
項
目
で
あ
っ
て
も
積

極
的
に
進
め
ま
す
。

⑤
歳
入
の
確
保

当
初
計
画
時
の
徴
収
率
１
％
に

相
当
す
る
額
が
、
平
成
16
年
以
降

で
は
市
税
収
入
の
伸
び
が
見
込
め

な
い
た
め
、
現
時
点
で
平
成
15
年

の
１
％
ア
ッ
プ
を
完
全
実
施
し
て
も

当
初
計
画
額
に
及
ば
な
い
見
込
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
歳
入

が
減
少
す
る
中
、
歳
入
確
保
は
最

大
の
課
題
で
す
。
市
税
、
公
共
料

金
等
の
さ
ら
な
る
収
納
率
の
向
上

と
公
共
料
金
問
題
審
議
会
の
審
議

10
年
で
２
億
円
の

効
果
額
増

財
政
再
建
推
進
計
画
の

取
り
組
み
状
況

番号 項　　　目

人件費削減

給付助成及び
補助の見直し

民間委託の
推進

その他の事務
事業の見直し

歳入の確保

施設の統廃合

投資的事業の
抑制

行政経営シス
テムの確立

当初
現在
増減

79
109
30

192
224
32

183
192
9

190
199
9

219
227
8

863
951
88

17
26
9

57
66
9

59
60
1

61
62
1

62
63
1

256
277
21

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

84
94
10

146
161
15

181
208
27

153
188
35

161
204
43

725
855
130

58
99
41

59
47
△12

131
85
△46

273
228
△45

168
122
△46

689
581
△108

0
0
0

0
0
0

57
57
0

70
70
0

70
70
0

197
197
0

0
0
0

0
91
91

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
91
91

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

238
328
90

454
589
135

611
602
△9

747
747
0

680
686
6

2,730
2,952
222

当初
現在
増減

当初
現在
増減

当初
現在
増減

当初
現在
増減

当初
現在
増減

当初
現在
増減

当初
現在
増減

Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 計

1

2

3

4

5

6

7

8

合　　計

（単位：百万円）
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を
経
て
、
使
用
料
・
負
担
金
等
の

負
担
公
平
の
原
則
を
徹
底
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

⑥
施
設
の
統
廃
合

施
設
の
統
廃
合
は
費
用
対
効
果

を
検
証
し
、
利
用
の
少
な
い
施
設
、

利
用
者
の
偏
在
が
大
き
い
施
設
に

つ
い
て
、
今
後
の
あ
り
方
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
施
設
に
関
わ
る
方
々
と
の

十
分
な
協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

ま
た
今
後
の
将
来
人
口
を
視
野

に
入
れ
た
各
校
区
の
福
祉
・
教
育

施
設
の
統
廃
合
を
検
討
し
進
め
て

い
き
ま
す
。
市
域
の
公
共
施
設
に

つ
い
て
も
今
後
の
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
を
見
据
え
な
が
ら
、
そ

の
運
営
形
態
を
検
討
し
ま
す
。

⑦
投
資
的
経
費
の
抑
制

平
成
15
年
度
決
算
に
お
い
て
は

負
債
の
削
減
の
た
め
、
土
地
開
発

公
社
の
保
有
土
地
を
買
い
戻
し
、

一
般
財
源
ベ
ー
ス
８
億
円
の
上
限
を

上
回
る
10
億
円
が
投
資
的
経
費
と

な
り
ま
し
た
が
、
平
成
16
年
度
の

予
算
で
は
７
億
円
に
縮
小
し
、
９

千
万
円
の
効
果
額
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
不
測
の
災
害
復
旧
等
に
対

応
す
る
た
め
、
当
初
予
算
時
に
は

極
力
抑
制
し
、
８
億
円
以
内
の
決

算
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
一
般
会

計
の
市
債
残
高
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ン
ト
整
備
事
業
が
下
水
道
会
計
に

移
行
し
た
平
成
13
年
度
を
除
く

と
、
昭
和
63
年
度
か
ら
実
に
16
年

ぶ
り
に
減
少
に
転
じ
ま
し
た
。

⑧
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
の
確
立

効
果
額
の
数
値
目
標
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
事
務
事
業
評
価
を
平
成

15
年
度
よ
り
本
格
的
に
実
施
し
、

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
図
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
財
政
再
建
推
進

計
画
で
初
め
て
導
入
さ
れ
た
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
15
年
度
に
事
務

事
業
評
価
、
16
年
度
に
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
行
う
等
、

そ
の
手
法
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

電
子
自
治
体
の
推
進
に
つ
い
て
は
加

西
市
例
規
集
検
索
、
公
共
施
設
予

約
サ
ー
ビ
ス
、
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
公
的
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
今
後
も
申

請
書
類
の
電
子
化
な
ど
各
種
シ
ス

テ
ム
の
拡
充
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

市
民
が
主
体
と
な
る
ま
ち
づ
く

り
事
業
な
ど
市
民
参
画
の
推
進

は
、
行
政
側
か
ら
の
情
報
提
示
、

環
境
支
援
が
現
状
で
の
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
財
政
再
建
推
進
計
画
策

定
後
に
、
国
が
進
め
る
三
位
一
体

の
改
革
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
改
革
は
①
国
か
ら
地
方
に
入
る

補
助
金
を
減
ら
す
、
②
国
か
ら
地

方
へ
の
交
付
税
を
減
ら
す
、
③
税

源
を
国
か
ら
地
方
に
移
す
と
い
う

も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
国
の
補

助
金
と
交
付
税
の
削
減
が
先
行

し
、
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
の
委

譲
は
、
本
格
的
な
実
施
が
18
年
度

以
降
に
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
歳
入
見
込
み
の
推

移
は
、
下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
下
方

修
正
し
ま
し
た
。

財
政
計
画
は
現
行
の
地
方
財
政

制
度
を
前
提
に
し
ま
す
の
で
、
未

確
定
で
あ
る
税
源
委
譲
分
は
反
映

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
ま
ま
の
推

移
で
試
算
す
る
と
10
年
間
で
再
建

計
画
策
定
時
よ
り
も
63
億
円
（
１

年
分
の
税
収
額
に
相
当
）
の
減
少

が
予
測
さ
れ
ま
す
。
特
に
市
が
今

後
入
る
で
あ
ろ
う
と
見
込
む
額
を

大
き
く
下
回
る
よ
う
な
削
減
率
を

提
示
す
る
地
方
交
付
税
の
削
減
が

深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

行
革
改
善
額
は
当
初
計
画
に
比

べ
10
年
間
で
２
億
円
の
増
加
を
見

込
み
ま
す
が
、
財
政
再
建
推
進
計

画
策
定
後
の
三
位
一
体
の
改
革
で

は
、
63
億
円
と
試
算
さ
れ
る
多
額

の
歳
入
不
足
が
生
じ
ま
す
。
こ
れ

は
財
政
再
建
推
進
計
画

を
完
全
実
施
し
て
も
、

な
お
か
つ
61
億
円
の
財

源
不
足
が
見
込
ま
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
三

位
一
体
の
改
革
の
全
容

は
ま
だ
明
ら
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
国
の
補

助
金
削
減
は
全
国
規
模

で
平
成
16
年
度
に
１
兆

円
、
続
く
17
年
、
18
年

の
２
年
で
３
兆
円
と
も

言
わ
れ
、
教
育
費
や
福

祉
費
等
の
補
助
金
が
そ

の
削
減
案
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
来
、
補
助
金
の

削
減
は
、
地
方
へ
の
税

源
委
譲
を
担
保
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

加
西
市
は
自
主
的
な
財
政
再
建

に
取
り
組
む
姿
勢
を
貫
き
、
よ
り

一
層
の
改
善
が
図
れ
る
よ
う
に
組

織
一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
行
き
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
課
題
と
さ
れ
る
研

修
実
施
や
職
員
意
識
の
徹
底
を
行

い
、
ま
た
再
建
推
進
計
画
の
実
施

状
況
、
財
政
状
況
の
公
表
な
ど
を

積
極
的
に
進
め
る
こ
と
で
、
市
民

の
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
提
言
を

い
た
だ
き
、
さ
ら
に
大
き
な
改
善

へ
と
進
め
ま
す
。

10
年
間
の
試
算
で

63
億
円
の
減
少

三
位
一
体
の
改
革
が

及
ぼ
す
今
後
の
影
響

三
位
一
体
の
改
革
後
の

財
政
再
建
推
進
計
画
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◆
学
童
保
育
に
つ
い
て

現
在
、
学
童
保
育
を
実
施
し
て

い
る
の
は
、
北
条
東
小
学
校
と
九

会
小
学
校
で
す
が
、
今
後
、
北
条

小
学
校
で
も
実
施
さ
れ
る
計
画
は

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

学
童
保
育
が
無
理
な
ら
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
よ
う
な
、
昼
間

回
答
を
希
望
さ
れ
た

方
か
ら
は

ご
両
親
が
居
な
い
子
ど
も
が
学
校

の
行
き
帰
り
に
気
軽
に
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま
す
か
。

▼
回
答

現
在
、
北
条
小
学
校
学

童
保
育
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
多
数
の
希
望
者
が
あ
り
条
件

が
そ
ろ
え
ば
検
討
し
ま
す
。

条
件
に
は
、
①
学
校
に
空
き
教

室
が
あ
る
こ
と
　
②
利
用
者
が
10

名
以
上
　
③
学
童
保
育
の
開
設
に

伴
う
教
室
の
改
造
費
や
指
導
員
の

人
件
費
の
予
算
化
な
ど
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
児
童
・
生
徒
の
登
下
校

の
安
全
に
関
し
て
は
、
ワ
ッ
シ
ョ

イ
ス
ク
ー
ル
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
老
人
会

等
各
種
団
体
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
地
域
の
見
守
り
を
増
や
す
よ

う
努
力
し
て
い
ま
す
。

◆（
仮
称
）

市
政
１
０
０
人
会
に
つ
い
て

１
０
０
人
く
ら
い
の
市
民
の
会

を
作
り
、
Ｉ
Ｔ
化
し
た
諮
問
グ
ル

ー
プ
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
自
薦
他
薦
い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン

ル
、
性
別
、
年
代
な
ど
か
ら
選
出

し
、
施
策
に
つ
い
て
市
民
の
意
見

蛻メールをチェックする柏原市長蛻メールをチェックする柏原市長蛻メールをチェックする柏原市長蛻メールをチェックする柏原市長蛻メールをチェックする柏原市長蛻メールをチェックする柏原市長蛻メールをチェックする柏原市長蛻メールをチェックする柏原市長蛻メールをチェックする柏原市長蛻メールをチェックする柏原市長蛻メールをチェックする柏原市長蛻メールをチェックする柏原市長蛻メールをチェックする柏原市長蛻メールをチェックする柏原市長蛻メールをチェックする柏原市長蛻メールをチェックする柏原市長蛻メールをチェックする柏原市長蛻メールをチェックする柏原市長蛻メールをチェックする柏原市長蛻メールをチェックする柏原市長蛻メールをチェックする柏原市長

市民の皆さんの声を紹介!市民の皆さんの声を紹介!市民の皆さんの声を紹介!市民の皆さんの声を紹介!市民の皆さんの声を紹介!市民の皆さんの声を紹介!市民の皆さんの声を紹介!市民の皆さんの声を紹介!市民の皆さんの声を紹介!市民の皆さんの声を紹介!市民の皆さんの声を紹介!市民の皆さんの声を紹介!市民の皆さんの声を紹介!市民の皆さんの声を紹介!市民の皆さんの声を紹介!市民の皆さんの声を紹介!市民の皆さんの声を紹介!市民の皆さんの声を紹介!市民の皆さんの声を紹介!市民の皆さんの声を紹介!市民の皆さんの声を紹介!

「市長へのメール」

今年の6月に『市長へのメール』を開設して、3
ヵ月となりました。
これまでに、皆さんから約50通ものメールを送

っていただきました。現在の社会情勢を反映して、
教育や環境問題、市民参画についてのご意見が多く
寄せられています。
加西市では、開かれた市政をめざし、送信してい
ただいたご提案については、一ひとつ慎重に検討す
ると同時に、皆さんに情報を公開し、市政の運営に
活かしていきたいと考えています。
今月号では、皆さんから寄せられたご意見の一部
とその回答をご紹介します。

◆
野
焼
き
に
つ
い
て

加
西
だ
け
の
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
野
焼
き
が
多
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
・
ゴ
ム
・
発
砲
ス
チ
ロ
ー

ル
・
合
板etc.

…
。
臭
い
や
煙
は

防
ぎ
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
加
西

の
良
い
と
こ
ろ
の
一
つ
は
、
空
気

も
良
く
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
で

す
。
野
焼
き
が
ゼ
ロ
に
な
れ
ば
、

加
西
市
は
も
っ
と
魅
力
的
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
つ
い
て

加
西
市
に
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
を
作

っ
て
く
だ
さ
い
。
市
内
に
は
、
ジ

ム
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
方

こ
ん
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
な

ご
提
案
も

は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
が
で
き

る
教
室
、
室
内
プ
ー
ル
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
が
完
備
さ
れ

て
、
交
通
の
便
が
い
い
と
こ
ろ
に

作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

◆
ア
ス
テ
ィ
ア
に
常
設
型
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
を

ア
ス
テ
ィ
ア
の
２
階
ス
ペ
ー
ス

が
遊
ん
で
い
る
の
は
実
に
も
っ
た

い
な
い
で
す
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
常
設
型
に
し
て
利
用
す
る
の

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
個
々
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
と
し
て

は
１
日
２
日
だ
け
と
か
１
週
間
２

週
間
、う
ま
く
つ
な
げ
て
い
け
ば
、

ア
ス
テ
ィ
ア
全
体
と
し
て
、
常
設

型
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
成
り
立

つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

蛻九会小学校で行われている学童保育園
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を
聞
き
た
い
時
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
あ
る
い
は
メ
ー
ル
で
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
見
る
よ
う
に
）
で
問
い
か

け
、
意
見
を
も
ら
う
と
い
う
シ
ス

テ
ム
で
す
。

▼
回
答

有
用
性
の
あ
る
す
ば
ら

し
い
提
案
で
す
の
で
、
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
新
し
い
時
代

に
お
け
る
市
民
参
画
の
手
法
で
あ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
施
策
へ
の
市
民

の
参
画
に
手
間
と
時
間
を
短
縮
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
思
い
ま

す
。た

だ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
が
あ
り
、
大

量
の
メ
ー
ル
を
管
理
し
、
受
発
信

を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
対
策
を
検
討

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

◆
男
女
混
合
名
簿
を

私
は
小
さ
な
子
ど
も
の
頃
か
ら

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
取
り
除
く
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
方
法
の
一
つ
に

″混
合
名
簿
″

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
学
校
な
ど

で

″混
合
名
簿
″
を
実
施
し
、
若

い
世
代
か
ら
の
意
識
改
革
を
し
て

い
け
ば
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
回
答

学
校
教
育
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
は
、「
男
女
の
人
権

の
尊
重
」
に
あ
り
、
人
権
教
育
を

通
し
て
学
校
教
育
全
体
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

学
校
で
は
、
健
康
診
断
や
身
体

測
定
、
中
学
校
の
体
育
の
時
間
な

ど
、
男
女
別
名
簿
を
使
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
文
部
省
か
ら
の
調
査

統
計
関
係
で
は
男
女
別
に
集
計
す

る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、

事
務
処
理
を
合
理
的
か
つ
迅
速
に

す
る
た
め
に
、
男
女
別
名
簿
を
採

用
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
県
下
で
は
男
女
混
合

名
簿
使
用
が
８
割
と
聞
い
て
い
ま

す
。
今
後
各
学
校
で
混
合
名
簿
に

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
変
え
て
い
く

よ
う
に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

◆
体
育
館
の
利
用
目
的
の
追
加

現
体
育
館
の
使
用
目
的
に
は
制

限
が
あ
り
ま
す
。
競
技
人
口
が
う

な
ぎ
の
ぼ
り
に
増
え
て
い
る
「
フ

ッ
ト
サ
ル
」
が
競
技
可
能
に
し
て

く
だ
さ
い
。
小
ゴ
ー
ル
と
ロ
ー
バ

ウ
ウ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
貸
し
出
し
を

可
能
と
す
れ
ば
グ
ル
ー
プ
で
楽
し

む
だ
け
で
な
く
「
大
会
」
や
「
教

室
」
な
ど
開
催
も
可
能
で
す
。
利

用
者
が
市
外
か
ら
も
増
加
す
れ
ば

屋
外
施
設
を
追
加
運
用
し
て
市
の

財
政
に
貢
献
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

▼
回
答

フ
ッ
ト
サ
ル
用
ゴ
ー
ル

の
購
入
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、

一
度
、「
フ
ッ
ト
サ
ル
」
の
利
用

ニ
ー
ズ
等
に
つ
い
て
、
詳
し
く
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◆
古
坂
ト
ン
ネ
ル

今
年
に
入
っ
て
か
ら
、「
古
坂

ト
ン
ネ
ル
が
無
く
な
る
ら
し
い
。」

と
耳
に
し
て
い
ま
し
た
。
本
格
的

な
工
事
が
始
ま
っ
て
、
山
の
姿
を

見
て
目
を
疑
い
ま
し
た
。
山
肌
が

さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
の

は
、
本
当
に
痛
々
し
く
耐
え
ら
れ

な
い
の
で
す
。
必
要
な
工
事
な
の

で
し
ょ
う
か
。
人
間
の
勝
手
で
こ

う
な
っ
た
と
い
う
罪
悪
感
と
、
何

と
も
感
じ
て
い
な
い
周
り
の
大

人
、
自
然
に
無
関
心
な
大
人
達
に

苛
立
ち
を
感
じ
ま
し
た
。

加
西
市
全
体
で
も
っ
と
自
然
を

大
切
に
す
べ
き
で
す
。
数
年
前
ま

で
は
見
ら
れ
て
い
た
ホ
タ
ル
が
今

で
は
一
匹
も
い
な
く
な
っ
た
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
本
当
に
住
み
や

す
い
ま
ち
は
、
自
然
の
こ
と
も
考

え
ら
れ
、
共
生
で
き
る
ま
ち
だ
と

思
い
ま
す
。

▼
回
答

現
在
の
古
坂
ト
ン
ネ
ル

は
昭
和
38
年
に
造
ら
れ
た
も
の

で
、
40
年
以
上
経
っ
て
い
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
の
中
で
、
車
が
走
っ

て
い
る
横
を
、
自
転
車
や
徒
歩
で

通
る
の
は
大
変
怖
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
老
朽
化
が
進
み
、
雨
が
降

っ
た
後
に
は
漏
水
し
た
り
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
表
面
に
も
ひ
び
割
れ

が
で
き
た
り
し
て
い
て
、
ト
ン
ネ

ル
に
対
す
る
不
安
も
あ
り
ま
し
た

の
で
、
オ
ー
プ
ン
カ
ッ
ト
に
よ
る

工
事
と
な
り
ま
し
た
。

元
の
山
の
姿
に
戻
す
と
い
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
法
面
（
斜

面
）
を
切
っ
た
後
は
、
土
や
岩
の

ま
ま
残
さ
ず
に
、
そ
の
法
面
や
場

所
に
ふ
さ
わ
し
い
緑
化
方
法
で
緑

に
返
し
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
加
西
市
で
は
数
年
前
よ

り
、
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
自
然
を

取
り
戻
す
た
め
、
下
水
処
理
場
を

利
用
し
て
ホ
タ
ル
の
飼
育
を
始

め
、
ホ
タ
ル
の
え
さ
と
な
る
カ
ワ

ニ
ナ
の
飼
育
実
験
も
開
始
し
ま
し

た
。
最
近
で
は
約
２
万
匹
の
孵
化

幼
虫
を
市
内
河
川
に
放
流
し
た

り
、
カ
ワ
ニ
ナ
の
放
流
な
ど
も
や

っ
て
い
ま
す
。

『
自
然
は
大
切
に
す
べ
き
で
あ

る
』
と
い
う
思
い
は
、
私
も
強
く

持
っ
て
い
ま
す
。
私
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
と
し
て
い
る
一
つ
に

「
美
し
い
ま
ち
　
加
西
」
が
あ
り

ま
す
。
自
然
に
恵
ま
れ
景
観
も
す

ば
ら
し
い
私
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ

た
加
西
市
を
、
よ
り
一
層
磨
き
を

か
け
て
特
色
の
あ
る
ま
ち
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
人
と
自
然
が
調
和
し
た
、

個
性
的
で
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行

政
が
、
と
も
に
知
恵
と
力
を
出
し

合
い
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
加
西
市
を
元
気

な
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
に
、
た

く
さ
ん
の
ご
提
案
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

蛻工事が進む古坂トンネル蛻工事が進む古坂トンネル蛻工事が進む古坂トンネル蛻工事が進む古坂トンネル蛻工事が進む古坂トンネル蛻工事が進む古坂トンネル蛻工事が進む古坂トンネル蛻工事が進む古坂トンネル蛻工事が進む古坂トンネル蛻工事が進む古坂トンネル蛻工事が進む古坂トンネル蛻工事が進む古坂トンネル蛻工事が進む古坂トンネル蛻工事が進む古坂トンネル蛻工事が進む古坂トンネル蛻工事が進む古坂トンネル蛻工事が進む古坂トンネル蛻工事が進む古坂トンネル蛻工事が進む古坂トンネル蛻工事が進む古坂トンネル蛻工事が進む古坂トンネル
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８
月
26
日
貅
、
柏
原
市
長
が
市

内
に
お
住
ま
い
の
最
高
齢
者
を
表

敬
訪
問
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。
最
高
齢
者
は
男
子
が
１
０

２
歳
の
十
河
好
夫
さ
ん
（
南
町
）、

女
子
が
１
０
６
歳
の
藤
井
か
ね
さ

ん
（
第
二
サ
ル
ビ
ア
荘
）。
ま
た
、

お
二
人
以
外
の
百
歳
以
上
（
９
月

30
日
現
在
）
の
方
々
に
は
、
同
日

市
長
と
後
藤
助
役
ら
が
表
敬
訪
問

し
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

市
内
の
全
地
区
に
お
い
て
、
地

域
単
位
で
心
の
こ
も
っ
た
お
祝
い

会
「
高
齢
者
あ
っ
た
か
推
進
の
つ

ど
い
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
孫
さ
ん
た
ち
も
加
わ
っ
て
の
三

世
代
交
流
を
中
心
に
各
町
が
趣
向

を
凝
ら
し
た
内
容
で
長
寿
を
お
祝

い
し
ま
し
た
。

身
近
な
高
齢
者
を

み
ん
な
で
お
祝
い

市
長
ら
が

最
高
齢
者
を
表
敬
訪
問

敬
老
月
間
の
９
月
中
、
健
康
福

祉
会
館
ホ
ー
ル
で
芝
居
公
演
が
入

場
無
料
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
県
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
浴
場
の
無
料
開
放
も
行

い
、
市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
を
は
じ

め
、
多
く
の
市
外
の
方
の
利
用
も

あ
っ
て
福
祉
会
館
は
連
日
の
大
盛

況
で
す
。

芝
居
と
お
風
呂
は

大
人
気

いいいい
つつつつ
まままま
でででで
もももも
おおおお
元元元元
気気気気
でででで

―
最
高
齢
者
訪
問
・
敬
老
会
・
ふ
る
さ
と
福
祉
事
業
―

加
西
市
で
は
、
9
月
の
敬

老
月
間
に
多
彩
な
催
し
を
実

施
し
て
、
高
齢
者
の
方
々
の

こ
れ
ま
で
の
ご
苦
労
を
ね
ぎ

ら
い
、
長
寿
を
お
祝
い
し
て

い
ま
す
。

男子最高齢者 十 河 好 夫さん

（満102歳・南町）

市内最高齢者 藤 井 か ねさん
（満106歳・第二サルビア荘）

蛻まな美座の公演

を表敬訪問する柏原市長

藤
　
岡
　
　
わ
さ
さ
ん

（
1
0
2
歳
・
畑
　
町
）

内
　
藤
　
ふ
く
ゑ
さ
ん

（
1
0
0
歳
・
玉
丘
町
）

菅
　
生
　
由
　
子
さ
ん

（
1
0
0
歳
・
栄
　
町
）

河
　
合
　
と
　
み
さ
ん

（
1
0
3
歳
・
田
原
町
）

小
　
田
　
志
げ
こ
さ
ん

（
1
0
0
歳
・
坂
元
町
）

小
　
林
　
ふ
じ
ゑ
さ
ん

（
1
0
0
歳
・
西
剣
坂
町
）

金
　
澤
　
有
　
男
さ
ん

（
1
0
0
歳
・
上
道
山
町
）

金
　
澤
　
る
　
い
さ
ん

（
1
0
1
歳
・
上
道
山
町
）

志
　
方
　
か
ず
ゑ
さ
ん

（
1
0
0
歳
・
第
二
サ
ル
ビ
ア
荘
）

井
　
上
　
き
ぬ
ゑ
さ
ん

（
1
0
1
歳
・
第
二
サ
ル
ビ
ア
荘
）

上
　
村
　
榮
太
郎
さ
ん

（
1
0
2
歳
・
第
二
サ
ル
ビ
ア
荘
）

そ
の
他
の
市
内

1
0
0
歳
以
上
の
方
々
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世
界
一
の
長
寿
国
と
な
っ
た
日
本
で
す
が
、
健
康
長
寿
を
伸

ば
す
こ
と
が
究
極
の
目
的
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
る
と
い
う
強
い
気
概
を
も
っ
て
生
活
さ
れ
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。
加
西
市
で
は
健
康
都
市
を
め
ざ
し
、
各
地
域

で
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
を
立
ち
上
げ
、
誰
で
も
手
軽
に
参
加
で

き
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
特
に
老
後
の
ボ
ケ
防
止
の
為

に
も
若
い
と
き
か
ら
の
心
掛
け
が
大
切
で
す
。
定
年
過
ぎ
て
か

ら
の
人
生
は
、
自
分
自
身
が
作
る
第
二
の
人
生
で
、
十
分
な
自

由
時
間
が
あ
り
ま
す
。
誰
と
ど
う
使
う
か
、
鍵
は
友
達
で
あ
り

ま
す
。
共
に
喜
び
、
悲
し
み
合
う
心
の
友
を
持
つ
努
力
を
す
べ

き
で
あ
り
ま
す
。
誰
の
作
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
お
も
し
ろ
い
替

え
歌
を
紹
介
し
ま
す
。
お
座
敷
小
唄
か
松
の
木
小
唄
の
メ
ロ
デ

ィ
ー
に
合
わ
せ
て
口
づ
さ
ん
で
く
だ
さ
い
。

ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
は
あ
な
た
の
自
由
で
す
。
元
気
な
高
齢
者

が
﹁
ま
ち
﹂
に
あ
ふ
れ
る
こ
と
が
″
ま
ち
づ
く
り
″
の
目
標
で
す
。

加
西
市
長

No. 4

蘆
写
真
…
ふ
れ
あ
い
幸
園
で
、
子
ど
も
た
ち
と

毎
日
ラ
ジ
オ
体
操
を
す
る
柏
原
市
長
。

健
康
長
寿
加
西
!

「
元
気
な
高
齢
者
」
に
な
ろ
う

市
議
会
定
例
会
開
催

予
算
や
決
算
な
ど
二
十
二
議
案
を
審
議

第
２
０
１
回
加
西
市
議
会
定
例

会
が
、
９
月
１
日
貉
か
ら
22
日
貉

ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。今

回
の
議
会
は
、
平
成
16
年
度

の
各
会
計
の
補
正
予
算
や
平
成
15

年
度
の
各
会
計
の
決
算
認
定
な
ど

22
議
案
に
つ
い
て
審
議
中
で
す
。

報
　
告
　
1
件

○
専
決
処
分
し
た
も
の
に
つ
き
承

第201回

認
を
求
め
る
こ
と

平
成
16
年
度
加
西
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

条
例
関
係
　
1
件

○
加
西
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係

る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

事
件
決
議
　
5
件

○
兵
庫
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
一
部
を
改
正

○
農
作
物
共
済
の
無
事
戻
し
金
の

交
付

○
畑
作
物
共
済
の
無
事
戻
し
金
の

交
付

○
園
芸
施
設
共
済
の
無
事
戻
し
金

の
交
付

○
農
業
共
済
事
業
会
計
特
別
積
立

金
の
取
崩
し

予
算
関
係
　
5
件

○
平
成
16
年
度
加
西
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
16
年
度
加
西
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

○
平
成
16
年
度
加
西
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
平
成
16
年
度
加
西
市
老
人
保
健

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

○
平
成
16
年
度
加
西
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

決
算
関
係
　
10
件

○
平
成
15
年
度
加
西
市
一
般
会
計

の
決
算
認
定

○
平
成
15
年
度
加
西
市
有
線
放
送

電
話
特
別
会
計
の
決
算
認
定

○
平
成
15
年
度
加
西
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
の
決
算
認
定

○
平
成
15
年
度
加
西
市
介
護
保
険

特
別
会
計
の
決
算
認
定

○
平
成
15
年
度
加
西
市
老
人
保
健

医
療
特
別
会
計
の
決
算
認
定

○
平
成
15
年
度
加
西
市
公
園
墓
地

整
備
事
業
特
別
会
計
の
決
算
認

定
○
平
成
15
年
度
加
西
市
農
業
共
済

事
業
会
計
の
決
算
認
定

○
平
成
15
年
度
加
西
市
水
道
事
業

会
計
の
決
算
認
定

○
平
成
15
年
度
加
西
市
下
水
道
事

業
会
計
の
決
算
認
定

○
平
成
15
年
度
加
西
市
病
院
事
業

会
計
の
決
算
認
定

主
な
議
案

「ボケ」ない小唄
１．カゼを引かず転ばずに

笑い忘れずよくしゃべり
頭と足腰を使う人
元気のある人ボケません

２．スポーツ、カラオケ、囲碁、俳句
趣味のある人味もある
異性に関心持ちながら
色気ある人ボケません

３．歳をとっても白髪でも
しわがふえてもまだ若い
演歌うたってアンコール
生きがいある人ボケません

「ボケ」ます小唄
１．何もしないでぼんやりと

テレビばかりを見ていると
のんきなようでも歳をとり
いつか知らずにボケますよ

２．仲間がいないで１人だけ
いつもすることない人は
夢も希望も逃げていき
いつの間にやらボケますよ

３．酒も旅行もきらいです
歌も踊りも大きらい
お金とストレス貯める人
人の２倍もボケますよ
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「
Ｅ
Ｍ
と
生
ご
み
リ
サ
イ

ク
ル
の
研
究
と
実
践
に
取
り

組
ん
で
は
や
10
年
が
経
ち
ま

し
た
」
と
語
る
、
風
と
水
と
大
地

の
会
の
岡
輝
彦
会
長
（
畑
町
）
。

当
初
、
エ
コ
ラ
イ
フ
加
西
と
い
う

団
体
を
立
ち
上
げ
、
生
ご
み
を
堆

肥
化
し
、
鶏
の
飼
料
に
す
る
試
み

を
実
践
し
ま
し
た
。
Ｅ
Ｍ
を
使
っ

て
発
酵
さ
せ
た
生
ご
み
飼
料
を
食

べ
た
鳥
の
卵
は
、
お
い
し
く
評
判

に
な
り
ま
し
た
。
風
と
水
と
大
地

の
会
の
設
立
は
、
生
活
環
境
と
地

球
環
境
を
考
え
る
仲
間
が
、
私
た

ち
を
支
え
る
の
は
、「
風
と
水
と

大
地
」
が
母
体
で
あ
る
と
し
、

「
風
と
水
と
大
地
の
会
」
と
名
づ

け
ま
し
た
。
そ
し
て
「
安
全
な
も

の
を
安
心
し
て
食
べ
る
」
を
基
本

理
念
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
活
動
の
媒
体
と
し
て
Ｅ
Ｍ
菌
を

使
用
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
。
Ｅ

Ｍ
菌
を
使
っ
て
米
の
と
ぎ
汁
を
発

酵
さ
せ
る
。
風
呂
水
の
浄
化
や
洗

濯
の
洗
浄
効
果
、
生
ご
み
を
堆
肥

化
さ
せ
る
な
ど
。
Ｅ
Ｍ
菌
の
活
用

は
多
岐
多
彩
で
す
。
近
年
、
生
ご

み
処
理
機
が
普
及
し
て
い
ま
す

が
、
処
理
機
は
、
電
気
代
も
必
要

で
、
環
境
の
観
点
か
ら
は
、
自
然

リ
サ
イ
ク
ル
で
あ
る
Ｅ
Ｍ
の
活
用

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
Ｅ
Ｍ
菌
を
使
っ
た
ボ

カ
シ
団
子
を
使
っ
て
池
の
浄
化
を

図
る
事
業
を
試
験
的
に
行
い
ま
し

た
。
県
内
で
は
、
瀬
戸
内
海
や
加

古
川
水
系
の
水
質
改
善
に
使
用
し

た
実
績
も
あ
り
ま
す
。同
会
で
は
、

市
役
所
本
庁
に
隣
接
す
る
皿
池

（
北
条
町
横
尾
）

に
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
団

子
を
投
入
し
ま
し

た
。
皿
池
は
、
水

質
の
汚
染
や
泥
の

沈
殿
な
ど
苦
慮
し

て
い
ま
し
た
。

７
月
17
日
貍
に

北
条
町
横
尾
の
子

ど
も
会
、
希
望
の

郷
の
障
害
者
、
同

会
メ
ン
バ
ー
ら
約

40
名
で
、
１，
３
０
０
個
の
Ｅ
Ｍ

ボ
カ
シ
団
子
を
作
り
ま
し
た
。
団

子
は
、
も
み
が
ら
・
油
か
す
・
米

ぬ
か
・
Ｅ
Ｍ
活
性
液
を
混
ぜ
合
わ

せ
た
も
の
を
発
酵
さ
せ
、
乾
燥
し

て
作
り
ま
す
。
Ｅ
Ｍ
と
は
、
人
間

に
と
っ
て
よ
い
働
き
を
す
る
微
生

物
で
、
乳
酸
菌
、
酵
母
、
光
合
成

細
菌
、
法
線
菌
、
糸
状
菌
を
集
合

さ
せ
た
液
体
状
の
も
の
で
す
。

「
菌
」
は
、
一
般
的
に
イ
メ
ー
ジ

が
悪
く
、
臭
く
、
汚
い
も
の
と
い

う
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
Ｅ

Ｍ
は
、
酢
を
発
酵
さ
せ
た
よ
う
な

匂
い
で
、
病
院
の
給
食
な
ど
に
も

利
用
さ
れ
無
害
で
す
。
生
ご
み
を

堆
肥
化
し
有
機
野
菜
な
ど
を
生

み
、
私
た
ち
の
食
生
活
に
は
有
益

に
働
き
か
け
る
の
で
す
。

８
月
１
日
豸
発
酵
し
、
乾
燥
さ

せ
た
団
子
１，
３
０
０
個
を
投
入
。

ま
た
３
日
貂
に
は
、
Ｅ
Ｍ
活
性
液

約
６
０
０
リ
ッ
ト
ル
と
池
の
土
手

風
と
水
と
大
地
の
会
　
岡

輝
彦
会
長

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
団
子
を
使
い

池
の
水
質
浄
化
を
め
ざ
す
!

Active Kasai★★★★★★★★★★★★★★★★★

に
約
１
５
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
Ｅ
Ｍ

ぼ
か
し
を
お
き
ま
し
た
。
ぼ
か
し

は
、
雨
な
ど
に
よ
っ
て
池
に
浸
透

し
て
、
効
果
が
あ
る
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

水
田
利
夫
区
長
は
「
皿
池
の
水

質
汚
濁
は
深
刻
な
問
題
で
す
。
菱

な
ど
の
草
が
池
に
生
え
、
草
を
食

べ
る
草
魚
を
放
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
度
、
風
と
水
と
大
地

の
会
が
Ｅ
Ｍ
団
子
や
Ｅ
Ｍ
活
性
液

な
ど
を
投
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、

水
質
改
善
の
方
向
に
前
進
す
れ

ば
、
あ
り
が
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

岡
さ
ん
は
「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
の
利

用
方
法
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
。

Ｅ
Ｍ
の
活
用
は
無
限
大
で
す
。
地

球
環
境
を
考
え
る
に
は
、
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
努
力
が
必

要
で
す
。
今
回
の
モ
デ
ル
事
業
で

Ｅ
Ｍ
の
効
果
が
認
め
ら
れ
、
行
政

も
一
緒
に
な
っ
て
Ｅ
Ｍ
で
加
西
の

環
境
、
世
界
の
環
境
を
考
え
て
い

き
た
い
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｍ
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と

は
、
風
と
水
と
大
地
の
会
事
務
局

（
社
会
福
祉
法
人
ゆ
た
か
会
希
望

の
郷
内
（
蕁
瀾
２
５
２
１
）
）

ま
で
。

蛻池に投入したEMぼかし団子蛻池に投入したEMぼかし団子蛻池に投入したEMぼかし団子蛻池に投入したEMぼかし団子蛻池に投入したEMぼかし団子蛻池に投入したEMぼかし団子蛻池に投入したEMぼかし団子蛻池に投入したEMぼかし団子蛻池に投入したEMぼかし団子蛻池に投入したEMぼかし団子蛻池に投入したEMぼかし団子蛻池に投入したEMぼかし団子蛻池に投入したEMぼかし団子蛻池に投入したEMぼかし団子蛻池に投入したEMぼかし団子蛻池に投入したEMぼかし団子蛻池に投入したEMぼかし団子蛻池に投入したEMぼかし団子蛻池に投入したEMぼかし団子蛻池に投入したEMぼかし団子蛻池に投入したEMぼかし団子

蛻EM菌の活用を語る「風と水と大地の会」の岡輝彦会長
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商
工
会
議

所
内
で
活
動

す
る
「
ま
ち

お
こ
し
探
偵

団
」
で
は
、

３
月
よ
り
ま

ち
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て

空
店
舗
を
活

用
し
、
市
街

地
の
活
性
化

に
向
け
て
賑

わ
い
づ
く
り

に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

探
偵
団
で
は
、
さ
ら
に
市
民
の

皆
さ
ん
に
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
て
い
た
だ
き
、
趣
旨
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
、
素
人
の
店

「
な
し
た
ま
ぁ
」
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
す
。

当
日
来
店
し
て
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
根
日
女
ち
ゃ
ん
ス
ト
ラ
ッ

プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ま
た
、
歴
史
街
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
「
西
国
街
道

北
条
の
宿
」
め
ぐ
り
〜
タ
イ
ム
ト

レ
イ
ン
な
し
た
ま
ぁ
Ｇ
Ｏ
ツ
ア
ー

〜
や
、「
ウ
ル
ト
ラ
ヒ
ー
ロ
ー
と

あ
そ
ぼ
う
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
や
、

屋
台
の
出
店
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
来
店
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時

９
月
26
日
豸

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
内
　
容

①
「
西
国
街
道

北
条
の
宿
」
め

ぐ
り

〜
タ
イ
ム
ト
レ
イ
ン
な
し

た
ま
ぁ
Ｇ
Ｏ
ツ
ア
ー
〜
　
午
前
９

時
〜
11
時
30
分→

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

ク
イ
ズ

午
前
11
時
30
分
〜
12
時

（
ツ
ア
ー
参
加
者
の
み
）（
北
条
町

駅
横
広
場
　
午
前
９
時
出
発
）

②
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ
ョ
ー

午
前

10
時
〜
10
時
50
分
、
午
後
２
時
〜

２
時
50
分
（
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い

１
階
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
）

③D
o-it

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
シ

ョ
ー
　
午
後
１
時
30
分
〜
１
時
40

分
（
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
１
階
セ

ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
）

④
屋
台
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
素
人
の
店
「
な
し
た
ま
ぁ
」
内
）

⑤
囲
碁
教
室
　
午
前
９
時
〜
12
時

（
素
人
の
店
「
な
し
た
ま
ぁ
」
内
）

◆
問
合
先

蘆
商
工
会
議
所
　
蕁
瀚
０
４
１
６

蕭
潴
１
１
２
３

蘆
商
工
観
光
課
　
蕁
瀚
８
７
４
０

蕭
潴
１
８
０
２

※
「
な
し
た
ま
ぁ
」
へ
の
出
店
希

望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
歴
史
あ
ふ
れ
る

加
西
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し

な
が
ら
、
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ

く
り
に
励
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
　
時

11
月
21
日
豸

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
雨
天
の
と
き
11
月
23
日
豢

◆
集
合
・
解
散

加
西
球
場

◆
コ
ー
ス

①
コ
ー
ス
　

原
始
人
ロ
マ
ン
の
里
（
20
袰
）

万
願
寺
方
面
へ
向
か
う
健
脚
コ

ー
ス
。

万
願
寺
町
で
地
元
有
志
（
原
始

人
会
）
の
メ
ン
バ
ー
に
ご
協
力
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

②
コ
ー
ス

根
日
女
ロ
マ
ン
の
里
（
12
袰
）

酒
見
寺
多
宝
塔
、
住
吉
神
社
、

五
百
羅
漢
、
玉
丘
史
跡
公
園
、
フ

ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た

コ
ー
ス
。【
五
百
羅
漢
（
２
０
０

円
）・
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
（
５

０
０
円
）】
の
入
園
は
、
実
費
で

お
願
い
し
ま
す
。

③
コ
ー
ス
　
周
遍
寺
の
森
ロ
マ
ン

の
里
（
10
袰
）

北
条
鉄
道
を
利
用
し
て
明
石
海

峡
大
橋
が
見
え
る
周
遍
寺
の
眺
望

コ
ー
ス
（
鉄
道
運
賃
は
、
実
費
で

お
願
い
し
ま
す
。片
道
３
７
０
円
）

◆
対
象
者

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
め
る
健
康
な
方
（
小
学
生
以
下

は
、
保
護
者
同
伴
）

◆
参
加
費

５
０
０
円
（
保
険
料

含
む
・
当
日
徴
収
し
ま
す
）

※
参
加
者
全
員
に
記
念
バ
ッ
ジ
を

贈
呈
し
ま
す
。

◆
申
込
方
法
・
問
合
先

11
月
５

日
貊
ま
で
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
代
表
者
、
参
加
者
の

氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、

希
望
コ
ー
ス
を
記
入
し
て
、
〒
６

７
５
―
２
３
９
５
加
西
市
教
育
委

員
会
内
　
加
西
市
体
育
協
会
事
務

局
（
蕁
瀚
８
７
７
３

蕭
潴
１
８

０
３

taiiku@
city.kasai.

hyogo.jp

）
ま
で
。

―市街地活性化企画―

「なしたまぁ」まつり開催
素人 の 店素 人 の 店素 人 の 店素 人 の 店素 人 の 店素 人 の 店素 人 の 店素 人 の 店素 人 の 店素 人 の 店素 人 の 店素 人 の 店素 人 の 店素 人 の 店素 人 の 店素 人 の 店素 人 の 店素 人 の 店素 人 の 店素 人 の 店素 人 の 店

加
西
ロ
マ
ン
の
里
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

第4回

蛻プレゼント予定の根日女ちゃんストラップ蛻プレゼント予定の根日女ちゃんストラップ蛻プレゼント予定の根日女ちゃんストラップ蛻プレゼント予定の根日女ちゃんストラップ蛻プレゼント予定の根日女ちゃんストラップ蛻プレゼント予定の根日女ちゃんストラップ蛻プレゼント予定の根日女ちゃんストラップ蛻プレゼント予定の根日女ちゃんストラップ蛻プレゼント予定の根日女ちゃんストラップ蛻プレゼント予定の根日女ちゃんストラップ蛻プレゼント予定の根日女ちゃんストラップ蛻プレゼント予定の根日女ちゃんストラップ蛻プレゼント予定の根日女ちゃんストラップ蛻プレゼント予定の根日女ちゃんストラップ蛻プレゼント予定の根日女ちゃんストラップ蛻プレゼント予定の根日女ちゃんストラップ蛻プレゼント予定の根日女ちゃんストラップ蛻プレゼント予定の根日女ちゃんストラップ蛻プレゼント予定の根日女ちゃんストラップ蛻プレゼント予定の根日女ちゃんストラップ蛻プレゼント予定の根日女ちゃんストラップ



8月25日貉、各地区から推薦のあった20老人クラブ
が管理するサルビア花壇を審査した結果、最優秀の加
西市長賞に田原町北西老人クラブ（橋爪貞章会長）が
選ばれました。今まで同クラブでは、役員だけで花壇の
水やりや草引きなど行ってきましたが、今年からは、
「花いっぱい運動」を盛り上げるため全員で花の世話を
されています。今回の受賞についてメンバーの皆さん
は「土にわらを敷いたり、決まった時間に水かけをする
など猛暑の対策は大変でした。励みになります。」とう
れしそうに話されました。
現在、各町の老人会が管理している花壇は、サルビ

アから葉ぼたんに模様替えしています。

9月1日貉、国際ソロプチミスト加西（埴岡柚利
会長）から庁舎案内板を寄贈していただきました。
今までの案内板は、庁舎エレベーター横の壁面に
ありましたが分かりにくいとの指摘もありました。寄
贈いただいた案内板は、縦が98袍・横1ｍ89袍の
大きさで庁舎の平面図に色で識別した課名や主な
業務内容などが記載されています。見やすくなった
案内板、ぜひご利用ください。

市では、農作物やため
池の堤などに被害をもた
らすヌートリアの駆除に
頭を悩まされています。
そんな中、8月31日貂イ
ギリスでヌートリア駆除作
戦を指揮したサイモン・ベ
ーカー博士が来市されま
した。ベーカーさんは、
横浜市で開催された外来
種関連の国際シンポジウ
ムに出席のため来日され、帰国までの合間にヌートリアの生息に苦慮して
いる加西市を訪問。生息状況や被害、管理の状況を視察されました。ベー
カーさんからは、イギリスで約10年かけヌートリアを絶滅させた方法やエピ
ソードなど説明していただきました。また被害を受けたため池の現地調査
もされました。

長寿夫婦の歴史を写真に
8月25日貉～27日貊の3日間、社会福祉協議会は9月の敬老月間記念

行事として、高齢者夫婦の数え年の合計159歳及び160歳をお祝いして、
ご自宅を訪ねての記念撮影を実施しました。
宮本久雄さん（北条町古坂）は、昭和34年から毎年ボランティアで高齢

者夫婦記念撮影にあたられています。今年の85組の夫婦を加えるとこれま
でに1,703組のご夫婦を撮
影されています。宮本さん
に撮影してもらった甘中政
夫さん千代子さん（笹倉町）
ご夫妻は、「親子2代に渡
って撮影していただきまし
た。ありがたいことです。
親夫婦の写真と私たちの写
真、2枚並べて家に飾りた
い」と話されました。

イギリスでヌートリア駆除作戦を指揮したベーカー博士が来市

8月11日貉から15日豸、アスティアかさい地域交
流センターで加西市美術家協会（阿部勇会長）の
創設30周年を記念した作品展が行われました。日
本画、洋画、彫塑、工芸、写真、書道の6分野で
活躍されている同協会の会員44人の力作約60点
が展示されました。「今後も美術活動を通じて地域
の文化と社会に貢献していきたい」と話されました。

創立30周年記念
加西市美術家協会展

12２００４年９月号（No.４８３）

国際ソロプチミスト加西　
市庁舎案内板を寄贈

第10回サルビア花壇コンクール 市長賞に田原町北西老人クラブ



学術やスポーツに輝かしい成績を収めた方に贈るさわやか市民
賞に県立西脇北高等学校夜間部1年生の谷田昌一君（西谷町）
と富合小学校6年生の北原暉人君（朝妻町）、北条中学校3年生
の橋本将孝君（北条町東南）が選ばれました。谷田君は、明石
公園陸上競技場で開催された第45回兵庫県高等学校定時制・通
信制課程陸上競技大会で走り幅跳びと三段跳びの両種目で優勝
し、県代表として第39回全国高等学校定時制・通信制課程陸上
競技大会に出場されました。谷田君は、昼間は仕事をし、授業
が始まるまでの約1時間練習に集中されています。
また北原君は、県立文化体育館で行われた平成15年度後期兵庫県少年空手道大会の小学校5年生男子形競技で優勝し、県代表と
して第4回全日本少年少女空手道選手権大会に出場、男子6年生組手でベスト8まで勝ち進みました。
そして橋本君は、加古川運動公園陸上競技場で開催された第48回兵庫県中学校総合体育大会の男子共通400メートルで優勝し、

県代表として第53回近畿中学校総合体育大会に出場し、3位と健闘されました。

さわやか市民賞

花が好きな方、花に興味がある方、花に携わって
いる方が一堂に集い、お互いの情報交換などを行う
交流イベント「花いっぱい交流会」が根日女花倶楽部
主催で、9月4日貍地域交流センターで行われました。
フラワーアレンジメントや押し花教室などのほか、食
虫植物で“まちづくり”を推進している市では、食虫
植物「サラセニア」300鉢を参加者に配布しました。

8月25日貉市民会館文化ホールで、県内18合唱団が一堂に
集い日頃の練習の成果を発表する第33回兵庫県児童合唱祭が
行われました。加西市からは、加西市児童合唱団（さるびあっ
子）の子どもたち53名が参加。大野晴男さんの指揮に合わせ
て名作童謡メドレー「日本の四季」を合唱しました。最後に加

西市出身の坂
上和子さんが
作詞・作曲をし
た「わたしの
ふるさと」を
全員で合唱し、
文化ホールは
澄んだハーモ
ニーで響きわ
たりました。

鶉野平和祈念の碑苑保存会（三宅通義会長）のメンバーは、8月1日豸
から31日貂市役所ロビーで「祖国の安寧を祈り、沖縄の海に散った若者達
のレクイエム」をテーマに展示を行いました。太平洋戦争が終結して59年、
鶉野飛行場から若者たち63名が出撃し、全員が帰らぬ人となった事実など
戦争の悲劇を風化させないためにと同会が毎年様々なテーマで展示を行っ

ています。今年は、特別攻撃
隊の初出撃から60年の節目
に当たり、特別攻撃隊にスポ
ットを当てました。隊員の遺
書や特攻を発案・指揮し責任
をとって自決した、氷上郡青
垣町出身の大西滝次郎中将
の生涯を紹介したパネル、戦
闘機「紫電改」の模型展示な
ど死に直面した若者たちの心
情が汲み取れる展示でした。

再び戦争の惨禍を繰り返さないために
市役所ロビーで展示会
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橋 本 将 孝 君北 原 暉 人 君谷 田 昌 一 君

食虫植物「サラセニア」の配布!
第2回花いっぱい交流会

市内のため池で環境省のレッドデータブックで絶滅
危惧Ⅱ類に指定されている「オニバス」約100株が自
生しているのを加西ナチュラリストクラブの尾内良三
会長が確認しました。オニバスは、スイレン科の1年

草で直径約1ｍ
の大きな葉全体
にトゲがありま
す。このため池
では数十年間
オニバスの自生
が確認されたこ
とはなく、70年
以上前の種子
が発芽した可能
性もあります。

貴重植物「オニバス」が市内のため池で確認県内の合唱団が一堂に集う 第33回兵庫県児童合唱祭
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★身近な人権課題『高齢者と人権』
高齢化は、世界的な規模で急速に進んでいます。日本で

も、21世紀半ばには3人に1人が65歳以上という本格的な
高齢化社会が到来します。こうした超高齢社会を目前に控
えて、高齢者が家族や社会の中で生きがいを持って健やか
な生活を過ごすことができるよう、国民の意識や社会のシ
ステムを改革する様々な取り組みがなされています。
しかし、豊かな経験や知識がありながらも、年齢を理由

に就業や社会的活動への参加が制限されるなど、高齢者
の人権にかかわる問題が起きています。また、介護を要す
る高齢者への身体的、精神的な虐待、財産搾取(経済的虐
待)など、高齢者の「人間としての尊厳」が否定されるケー
スが見られるなどの問題も生じています。
加西市では、「加西市高齢者保健福祉計画」や「寝たき

りゼロのまちづくり推進事業」などにより、在宅保健福祉サ
ービスの充実や保健福祉施設の整備、生きがい・健康づく
り対策、高齢者等にやさしい住まいやまちづくりなど高齢
者の総合的な福祉の増進に努めています。
今後も、高齢者が社会の重要な構成員として、長年培っ

た知識､経験、技能等を正しく評価され活躍できる機会が
増えるよう、また、高齢者の豊かに生きる権利や個人とし
ての尊厳が重んじられるよう、市民各層における認識を高
めていきましょう。

倉
谷
七
仏
薬
師
は
、
倉
谷
町
の

薬
師
堂
境
内
に
あ
り
ま
す
。
市
指

定
文
化
財
「
倉
谷
石
仏
」（「
私
た

ち
の
歴
史
見
つ
け
た
１
３
３
」
既

報
）
が
納
め
ら
れ
て
い
る
の
も
、
こ

の
薬
師
堂
で
す
。

お
堂
の
西
に
立
て
掛
け
ら
れ
た

石
仏
群
は
、
文
久

ぶ
ん
き
ゅ
う

２
年
（
１
８
６

２
）
五
月
に
行
わ
れ

た
調
査
の
写
し
と
い

わ
れ
る
『
御ご

領
地

り
ょ
う
ち

名め
い

所し
ょ

旧
跡

き
ゅ
う
せ
き

図ず

会え
の

下し
た

書が
き

』

に
名
前
が
見
え
、
そ

れ
に
よ
る
と
「
先
年
、

病
が
流は

行や

り
多
数
の

村
人
が
亡
く
な
っ

た
。
そ
こ
で
大
久
保
出で

羽わ
の

守か
み

が
、

占
い
師
に
占
わ
せ
た
と
こ
ろ
地
中
に

埋
も
れ
た
石
仏
が
災
い
を
な
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
を
探
し
だ

し
現
在
地
へ
移
し
た
。
そ
の
結
果
、

病
を
患
う
者
が
い
な
く
な
っ
た
。」

と
い
う
話
が
の
っ
て
い
ま
す
。

石
仏
の
内
、
お
堂
間
際
の
石
仏

日
吉
小
学
校
で

は
、
素
直
で
明
る
い

日
吉
っ
子
づ
く
り
を

め
ざ
し
、
今
ま
で
に
増
し
、
一
人
ひ
と

り
の
も
の
の
見
方
（
基
礎
）
を
見
直
し
、

意
識
・
判
断
力
を
養
い
、
相
互
に
磨
き

合
い
、
と
も
に
高
ま
る
集
団
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
は
、

①
美
し
く
清
々
し
い
学

校
環
境
を
整
え
る
た

め
、
全
員
が
汗
し
時
間

一
杯
取
り
組
む
清
掃
活

動
。

②
新
た
な
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
合
い
な
が
ら
み

ん
な
で
取
り
組
む
児
童

会
・
委
員
会
活
動
。

③
話
し
合
い
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
『
体

験
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
等
を
生
か
し
た
学
級

活
動
。
の
３
つ
に
重
点
を
お
き
ま
し
た
。

や
り
ぬ
く
た
め
知
恵
を
出
し
合
い
助

け
合
う
中
で
、
友
達
同
士
が

力
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
必
要
性

や
よ
さ
を
実
感
し
ま
す
。
こ
の

学
級
（
人
間
関
係
）
づ
く
り

こ
そ
が
学
習
活
動
の
大
切
な

基
盤
に
な
り
ま
す
。
単
に
知

識
だ
け
を
並
べ
る
学
習
で
は

「
本
当
に
わ
か
っ
た
!
」
と
い
う

喜
び
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

ビ
オ
ト
ー
プ
を
使
っ
た
学
習
を
例
に
と

る
と
、
ま
ず
、
生
き
物
を
育
て
世
話
を

す
る
中
で
、
予
想
を
も
と
に
観
察
や
比

較
を
す
る
。
次
に
、
個
々
の
方
法
で
具

体
的
な
活
動
を
通
し
納
得
す
る
ま
で
確

か
め
合
う
。
そ
し
て
、
情
報
を
選
び
実

感
し
た
う
え
で
、
多
様
な
考
え
を
出
し

合
い
ま
と
め
て
い
く
と
い

う
ね
ら
い
を
持
っ
た
探
求

的
学
習
が
望
ま
れ
ま

す
。
ど
ん
な
学
習
で
も

「
も
の
ご
と
」
を
一
面
か

ら
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

多
様
な
視
点
で
考
え
を

出
し
合
い
奥
深
く
追
求

で
き
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
今
後
一
層
、
学

校
・
学
級
関
係
を
練
り
合
い
鍛
え
あ
い
、

個
々
の
子
供
達
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

質
を
高
め
、
よ
り
よ
い
表
現
力
を
を
身

に
つ
け
さ
せ

た
い
も
の
で

す
。そ
し
て
、

深
く
納
得

の
で
き
る
学

び
合
い
を
め

ざ
し
た
い
と

考
え
て
い
ま

す
。

素
直
で
明
る
い
日
吉
っ
子
づ
く
り

は
、
高
室
石
製
の
石
棺
を
古
墳
か

ら
引
き
出
し
、
再
利
用
し
た
石
棺

仏
で
す
。
高
さ
１
３
７
詢
、
幅
95

詢
、
厚
さ
27
詢
の
石
棺
底
石
中
央

に
は
、
薬
師
座
像
と
思
わ
れ
る
像

が
陽
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
仏
像
が

刻
ま
れ
た
年
号
は
判
り
ま
せ
ん
が
、

仏
像
の
様
式
か
ら
室
町
時
代
頃

（
約
６
０
０
年
前
）
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。こ
の
石
棺
の
な
ら
び
に
は
、

別
個
体
の
石
棺
と
考
え
ら
れ
る
高

さ
１
２
８
詢
、
幅
77
詢
、
厚
さ
27

詢
の
古
墳
時
代
後
期
（
約
１
４
０

０
年
前
）
に
属
す
る
家い

え

形が
た

石せ
き

棺か
ん

蓋ふ
た

石い
し

と
、
そ
れ
に
組
み
合
う
と
思
わ

れ
る
石せ

っ

棺か
ん

側そ
く

石せ
き

な
ど
の
石
棺
部
材

が
集
め
ら
れ
「
倉
谷
七
仏
薬
師
」

を
形
づ
く
っ
て
い
ま
す
。

「いつまでも住み続けたいまち、住んで
いてよかったと言えるまち」をめざして

加西市立日吉小学校
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石造文化財編

（倉谷町）

倉谷七仏薬師

倉谷七仏薬師の一部倉谷七仏薬師の一部倉谷七仏薬師の一部倉谷七仏薬師の一部倉谷七仏薬師の一部倉谷七仏薬師の一部倉谷七仏薬師の一部倉谷七仏薬師の一部倉谷七仏薬師の一部倉谷七仏薬師の一部倉谷七仏薬師の一部倉谷七仏薬師の一部倉谷七仏薬師の一部倉谷七仏薬師の一部倉谷七仏薬師の一部倉谷七仏薬師の一部倉谷七仏薬師の一部倉谷七仏薬師の一部倉谷七仏薬師の一部倉谷七仏薬師の一部倉谷七仏薬師の一部

市指定文化財

ビオトープを使った学習ビオトープを使った学習ビオトープを使った学習ビオトープを使った学習ビオトープを使った学習ビオトープを使った学習ビオトープを使った学習ビオトープを使った学習ビオトープを使った学習ビオトープを使った学習ビオトープを使った学習ビオトープを使った学習ビオトープを使った学習ビオトープを使った学習ビオトープを使った学習ビオトープを使った学習ビオトープを使った学習ビオトープを使った学習ビオトープを使った学習ビオトープを使った学習ビオトープを使った学習



加
西
病
院
は
昭
和
49
年
９
月
創
立
以
来
、
地

域
中
核
病
院
と
し
て
住
民
の
健
康
を
守
る
た
め

に
、
住
民
に
密
着
し
た
高
度
医
療
を
提
供
し
、
安

心
し
て
頼
れ
る
休
息
の
場
で
あ
る
こ
と
を
理
念
に

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
市
民
の
皆
さ
ん
に
病
院
の

内
容
を
充
分
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
有
効
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

従
来
、
創
立
記
念
行
事
と
共
に
病
院
職
員
の
資

質
向
上
を
図
る
目
的
で
院
内
研
究
発
表
会
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
院
内
研
究
発
表
会
を

見
直
し
、「
院
内
の
活
動
や
研
究
を
市
民
に
公
開

す
る
場
」
に
発
展
さ
せ
ら
れ
な
い
か
と
考
え
、
本

年
よ
り
『
市
民
に
開
か
れ
た
病
院
』
の
一
環
と
し

て
【
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
フ
ェ
ア
】
と
題
し
て
行
事
を
行
い

ま
す
。

日
時
は
９
月
25
日
貍
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

病
院
内
で
行
い
ま
す
。

前
半
を
院
内
研
究
発
表
会
と
し
て
各
部
署
の
研

究
や
業
務
の
改
善
、
新
規
業
務
の
評
価
・
分
析
な

ど
各
々
の
取
り
組
み
を
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
発

表
し
ま
す
。

後
半
を
公
開
広
場
と
し
て
直
接
市
民
の
方
へ
参

加
し
て
い
た
だ
き
病
院
へ
の
親
近
感
を
持
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

内
容
は
、
薬
局
前
で
は
中
高
年
の
方
の
気
に
な

る
血
圧
・
動
脈
硬
化
度
・
体
脂
肪
な
ど
を
測
定
し

健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
そ
し
て
普
段
、
悩
ん
で

お
ら
れ
る
こ
と
を
何
で
も
相
談
し
て
い
た
だ
く
健

康
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
は
院
長
と
看
護
課
長
が
対
応

し
ま
す
。
ま
た
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
コ

ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
で
は

寝
た
き
り
予
防
の
た
め
の
腹
臥
位
療
法
を
は
じ
め

介
護
教
室
・
腰
痛
体
操
・
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
２
階
の
講
義
室
で
は

公
開
講
座
と
し
て
、
血
糖
値
が
気
に
な
る
方
へ
、

わ
か
り
や
す
い
話
を
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
病
院
設

備
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
血
管
ア
ン
ギ
オ
室
や

Ｍ
Ｒ
Ｉ
室
・
増
築
棟
な
ど
の
見
学
ツ
ア
ー
も
計
画
し

て
い
ま
す
。
ま
た
最
新
医
療
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て

パ
ネ
ル
展
示
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
『
加
西
病
院
は
自

分
た
ち
の
病
院
や
、
も
っ
と
利
用
し
よ
う
、
も
っ
と

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
!
』
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今

あなたの役割は？

ホ
ス
ピ
タ
ル
・
フ
ェ
ア

〜
市
民
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
て
〜

市
立
加
西
病
院

ホ
ス
ピ
タ
ル
・
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

「病院だより」のバックナンバーは、加西病院のホームページ http://www.hospital.kasai.hyogo.jp 

い
ず
み
会
会
員
（
佐
谷
町
）

高
見
　
悦
子
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ん

〈シェフから一言〉

いわしなどの青身魚には、コレステロールの沈着を防ぐ
力があり、動脈硬化の予防になります。良質のたんぱく
質も摂取できますし、手に入れやすい食材でもあります
ので、食卓のレギュラーに加えてみてはいかがですか。

笊いわし（中８尾）は中骨をとり開く。

笆水洗いして、水けをふきとる。

笳全体に小麦粉をまぶす。

笘フライパンに少量の油を入れ、焼く。

笙クッキングペーパーで油をすいとる。

笞しょうゆ（大さじ３）、みりん（大さじ２）、

砂糖（大さじ１）で味つけして、からめる。

笵塩ゆでしたブロッコリー（少々）をそえる。

〈作り方（4人分）〉

Ｏさんは現在95歳。「歳やから、介護保
険がいつでも使えるように」と、息子さんが
介護保険の申請に来られました。
Ｏさんは野菜の栽培や収穫、取り込まれ
た洗濯物をたたむ等、家庭の中で役割を持
っておられ、息子さん夫婦もこれらの仕事を
Ｏさんの役割として任せています。また、毎
日新聞を読んだり、近所の人と会話するな
ど、日々の生活も楽しんでおられます。
Ｏさんのように高齢であっても、日々の生
活が自立している方は介護保険の利用者
以外の方を対象とした、生きがいデイサービ
ス等の介護予防サービスの利用ができるこ
とや、介護保険は必要になった時点で申請
すればすぐにサービスが利用できることを説
明しました。そしてどの介護予防サービスが
Ｏさんにふさわしいかを、Ｏさんやご家族と
一緒に考えるために地域担当の在宅介護
支援センターから自宅へ訪問があることを伝
えました。
後日、担当の在宅介護支援センターから

Ｏさんが「週１回、生きがい対応型デイサー
ビスに行って、友達と話すのが私の元気の
秘訣や」と話されたと聞きました。
年齢を問わず、日々の生活に役割・楽し

みを持ち続けることは心身の健康の秘訣だ
と実感させられました。
生きがいデイサービス等、介護予防事業の

相談は下記の各在宅介護支援センターへ。

（加西市歯科衛生士会）

ワンランク上のデンタルケアを…

毎日歯ブラシでていねいに

磨いているつもりでも、どうし

ても汚れは残ってしまいます。

歯ブラシでていねいに磨いた

後、歯間ブラシ、糸ようじなど、

補助グッズを活用してみましょ

う。
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蘆加西市 蕁瀚8788 蘆市立加西病院 蕁瀚4130
蘆ラヴィかさい蕁潴1281 蘆加西の里 蕁瀾2552
蘆ナイトウメディックス蕁瀾3888
蘆第二サルビア荘 蕁瀘8922
蘆加西白寿苑 蕁潴9800 蘆春夏秋冬 蕁瀾8888

※
詳
し
く
は
、
広
報
18
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

―
お
知
ら
せ
―

加
西
病
院
神
経
内
科
診
察
を
再
開

今
年
４
月
１
日
か
ら
休
止
し
て
い
ま
し
た
神
経
内
科

の
診
察
を
10
月
１
日
貊
か
ら
再
開
し
ま
す
。
診
察
日

は
週
一
回
で
す
が
、
神
経
内
科
診
へ
の
診
察
予
約
は
、

毎
日
内
科
で
受
け
付
け
で
き
ま
す
。
休
止
の
間
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

院
長
　
山
　
邊
　
　
　
裕
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継続の天才 竹内　均

国破れて議員あり 河村たかし

ゼロからわかる年金のしくみ 石丸喜博

夫と共に死を見つめて バーバラ・ロバーツ

ママの「育児３大悩み」解消Ｂｏｏｋ 榊原洋一

わたしには家がない ローラリー・サマー

歌舞伎町シノギの人々 家田荘子

孤独か、それに等しいもの 大崎善生

愛の群像 ノ・ヒギョン

ダレン・シャン11 ダレン・シャン

ひとりぼっちのさいしゅうれっしゃいわむら・かずお

ＤＶＤ「雨あがる」

ＤＶＤ「阿弥陀堂だより」

ＤＶＤ「知って安心! 礼儀作法　結婚式 お葬式」

ＤＶＤ「日本清流百選」１～10

アスティアかさい３階
（蕁瀚３７２２）

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり
新 着 書

ねひめホールイベント情報
内　　　　容 日　　時

おはなし会
内容：幼児から小学生低学年向けの

本の読み聞かせ、紙芝居

9月18日貍・25日貍
10月9日貍
14：00～14：30

キッズミニシアター
内容：幼児から小学生低学年向けの

アニメの上映

10月2日貍
14：00～14：30

映画：「Ｕ―５７１」
監督：ジョナサン・モストウ

第二次大戦下の1942年４月。北大西洋上で故障のため停泊している

ドイツ軍Ｕボートの存在を知った米海軍は、艦内に搭載されている暗号

解読機“エニグマ”の奪取を計画。任務に就いたＳ－33は友軍を装い

Ｕ－571に接近する。

だが嵐の中、副長をはじめとする奇襲部隊がＵ－571にたどり着いた

とき、想像を絶するトラブルが彼らを襲った!

「ブレーキ・ダウン」のジョナサン・モストウ監督がサスペンスと人間ドラマ

を巧みに融合させた久々の戦争大作。Ｕボート映画の決定版です。

◆日　時／９月24日貊 午後７時30分～９時30分

◆場　所／地域交流センター 多目的ホール

◆入場無料 ◆定員／94名
◆問合先／ねひめCue! 事務局（蕁瀚０１０６）

9月のねひめCue! 上映作品

新 着 デビ オ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
「
非
営
利
組

織
（
団
体
）」
を
意
味
し

ま
す
。
そ
こ
で
の
「
非
営

利
」
と
は
ど
う
い
っ
た
こ

と
を
指
す
の
で
し
ょ
う

か
？Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
「
非
営
利
」

の
意
味
は
、
収
益
を
目
的

と
は
せ
ず
、
収
入
か
ら
人

件
費
等
の
経
費
を
差
し
引

い
た
利
益
分
を
役
員
や
会

員
な
ど
で
分
配
せ
ず
に
組

織
の
使
命
・
目
的
の
た
め
に
再
投

資
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
決
し

て
報
酬
な
し
で
活
動
す
る
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

は
そ
の
活
動
を
行
う
に
あ
た
り
、

営
利
と
非
営
利
の
違
い
？

ねひめCue! は地域の映画文化を豊かにしていくために、それぞれの地域に
暮らす人々の手で映画を見ることができる場（コミュニティシネマ）
作りをめざす市民映画上映グループです。

事
業
の
経
費
を
ま
か
な
う
た
め
、

有
料
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。「
サ
ー
ビ
ス
が

有
料
な
ら
ば
、
非
営
利
で
は
な

い
。」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
無
報
酬
で
活
動

す
る
の
だ
か
ら
人
件
費
は
必
要
な

い
。」
と
考
え
る
の
は
誤
解
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
に
も
、
コ
ス
ト
が

必
要
と
な
る
こ
と
を
認
識
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
に
打
ち
寄
す
る
波
あ
る
と
き
は

白
馬
の
形
ス
ワ
ン
の
形

楊
井
佳
代
子

ジ
ー
パ
ン
で
作
り
し
手
さ
げ
の
ポ
ケ
ッ
ト
に

ど
ん
ぐ
り
三
つ
忍
ば
せ
渡
す

山
枝
喜
代
美

ス
ル
メ
焼
く
匂
い
に
似
せ
て
わ
が
肌
は

溶
接
の
飛
び
火
に
焦
げ
て
匂
え
り

山
下
さ
か
ゑ

悔
い
の
な
き
ひ
と
日
ひ
と
日
と
生
き
来
し
に

振
り
向
け
ば
道
程
か
な
し
い
ろ
な
す

山
下
八
重
子

給
油
所
の
凹
み
の
水
に
浮
く
油

夏
七
色
の
光
を
反
す

山
野
　
淑
子

〔休館日〕毎週月曜日・国民の祝日・毎月末日

★予約はインターネットが便利です。
詳しくはホームページをご覧ください。
http://www.library.city.kasai.hyogo.jp/

地域交流センター ＮＰＯ講座

NPOの「非営利」説明図
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このコーナーに掲載を希望される方は、写真とメッセージを
〒675-2395 加西市役所秘書広報課まで。（蕁瀚８７０１）

保育所大好き
農作業大好き
弟思いのおちょけ 淳平です。

〈ママの一言〉

為広　淳平くん
4歳

（広原町）

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診
■2か月児（先天性股関節脱臼）健診 午後１時～２時

平成16年７月生れの乳児 ９月28日（火）

《平成16年８月生れの乳児 10月26日（火）》

■4か月児健診 午後１時～２時

平成16年５月生れの乳児 10月５日（火）

《平成16年６月生れの乳児 11月２日（火）》

■1歳6か月児健診 午後１時～２時

平成15年４月生れの幼児 10月12日（火）

《平成15年５月生れの幼児 11月９日（火）》

■3歳児健診 午後１時～２時

平成13年８月生れの幼児 10月19日（火）

《平成13年９月生れの幼児 11月16日（火）》

■乳幼児保健相談 午後１時～２時

希望者 10月21日（木）

《11月17日（水）》

■離乳食講習会 午後１時～１時30分

初期：３～６か月の乳児の保護者

10月29日（金）

《12月24日（金）》

中期：７～８か月の乳児の保護者

11月26日（金）

《１月28日（金）》

■プレママ教室（妊婦教室） 午後１時～１時30分

妊娠５～８か月（安定期）のママ、祖父母

10月１日（金）

《11月11日（木）》

■パパママクラブ（予約制） 午後１時～１時30分

妊娠５～６か月のパパ・ママ 10月13日（水）

妊娠８か月以降のパパ・ママ 11月４日（木）

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）
10月５日（火）午後１時30分～午後３時30分

市民会館（１階会議室）

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
10月５日（火）午後１時30分～午後３時30分

市民会館（１階会議室）

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）
毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
10月７日（木）健康福祉会館

10月７日（木）善防公民館

10月14日（木）農村環境改善センター

10月21日（木）北部公民館

■法律相談
10月28日（水）健康福祉会館　受付は午前９時～11時

■市民相談
月～金曜日　午前８時30分～午後４時

市役所市民相談室

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週水・木曜日　午前９時～午後４時

アスティアかさい３階地域交流センター相談室

■教育相談
月～金曜日　午前８時30分～午後５時　教育研修所

■女性相談（家族、近所、職場、子育て、介護、夫からの暴力など女性専用）
毎週火・金曜日　午前９時～午後４時

アスティアかさい３階男女共同参画センター相談室

電話相談と面接相談の予約（蕁瀚００１２専用）

■養育相談（０～18歳までの子どもを育てている保護者対象）
〈性格・生活習慣・知能・言語・学校生活・心身障害などに関する相談〉

月～金曜日　午前９時～午後４時

健康福祉会館２階　家庭児童相談室（蕁瀚６７０４）

■母子相談（母子に関する相談）
毎週火・木曜日　午後１時～午後４時

市役所　社会福祉課女性児童係（蕁瀚８７２６）

相相相相 談談談談

時間はいずれも
午後１時30分～午後４時｝

パパ・隆文さん
ママ・幸代さん

母子健康手帳を
お持ちください。）（

（受付時間）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日にお越しください。
★健診、相談には、母子健康手帳をお持ちください。
★母子健康手帳の交付は、随時健康長寿課（市役所２階）で受付
けています。
★問合先 健康長寿課（蕁瀚８７２３）

※エプロンと掛
け物・飲み物
（赤ちゃん用）
をお持ちくだ
さい。

富合小学校６年

細　田　祐　衣さん

私 の 夢
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●気になる健康をチェック
薬局前では、血圧測定、体脂肪測定、動脈硬化測

定などの健康診断を行っています。

●腹臥位療法、介護教室
リハビリ室にて、介護教室をはじめ腰痛体操、腹

臥位療法の紹介、アロマセラピー体験を行っていま

す。担当看護師がていねいにご説明します。

●病院設備見学ツアー
普段はゆっくり見ることがない、血管アンギオ、

ＣＴ装置の見学ツアー。

●健康に関する相談
院長の健康よろず相談や、管理栄養士による栄養

相談をお受けします。

●公開講座（午前11時～午前11時30分）
「血糖値が気になる方へ」 講師：山谷医師

◆問合先／加西病院ホスピタルフェア実行委員会（蕁瀚２２００（内線２４２８））

★日　時／9月25日貍 午前9時～午後1時
★場　所／加西病院　薬局前（メイン会場）、リハビリ室ほか（サブ会場）

第1部 研究発表会 午前9時～10時15分
●ポスターセッション形式で院内各部署の様々な取り組みを紹介します

第2部 公 開 広 場 午前10時30分～午後1時

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。
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布団の点検に訪れた業者に家にあった布団を
見せたところ、カビとダニでひどい状態なのでとり
かえるよう強く勧められた。何度も断ったが、し
つこい勧誘に根負けして契約した。解約したい。
このような点検を口実に訪問され、新たに商

品を売られたというトラブルは後を途ちません。
訪問販売なので、契約日を含めて8日以内であ
ればクーリングオフできます。この期間を過ぎて

も、商品の品質や価格等、重要な事項に嘘を告
げられたり、帰って欲しいと伝えても、帰らない
ので仕方なく契約した場合は、取り消しを求める
ことができます。不意に訪れ、「点検をする」とい
う業者には、布団に限らず警戒し、決して油断
しないことです。必要がなければ、きっぱりと断
りましょう。くわしいことは、消費生活相談窓口
まで。

■問合先 消費生活相談窓口（毎週水、木曜日・午前9時～午後4時、地域交流センター蕁瀚8739）
ハナサク

点検を口実に販売する商法に注意!
月　日 10月４日（月）
場　所蘆富合会館　（旧）農協富合支店

午前９時～正午
（受付蜷午前９時～11時まで）
蘆兵庫みらい農協　多加野支店
午後１時～４時
（受付蜷午後１時～３時まで）

対　象 包丁、ハサミ、靴、洋傘等
問合先 くらしと生活を守る会

事務局（蕁瀚８７３１）

再生修理会

◆カポエイラ
ブラジルの国技で
現在はショーとして
踊られている。ブラ
ジルの文化の代表的
存在。日本でもその
ブームが訪れテレビ
CM等で放映されて
います。

◆播州歌舞伎
17世紀末に加西市高室地区で起こった高室芝居が
源流の農村歌舞伎。東京や大阪の大歌舞伎にはない
大げさな動きやアドリブなどが特徴。

◆ストリートダンス
ストリートダンスが発展しポピュラーになったの
は70年代のアメリカ。現在、日本では若者を中心に
都市で人気急上昇。今回は全国的にも珍しい車椅子
ストリートダンスの発表や加西市出身のプロダンサ
ーKINこと金志真之さんによるダンスショーなど。

◆舞台・演出
パソコンを使ったデジタル画像により舞台空間を
演出。音楽・ダンスあらゆるアートを間接的に補助
するだけでなく、主体としても芸術性が高く評価さ
れています。

◆ 食
人の生活に密着した食文化。安全・安心・地産地
消といった観点から食文化を考え、アンケートの実
施と食を提供します。

★内　容

9月25日貍 午後6時～午後9時30分

アスティアかさい３階
地域交流センター（交流プラザ）

開 催 日
10月10日豸、午前９時～９時45分、サンテレビの

県政情報番組「週間ひょうご“夢”情報」の中の
「地域情報」の発信コーナーで Cross Culture 2004
のイベント状況が放映予定です。ぜひご覧ください。

テレビ放送予定

地域の外国人就労者による母国文化（ブラジルのカポエイラ）と地域市民団体によるストリートダン
ス、地域出身のプロダンサーによるダンス。地元の高校である播磨農業高校播州歌舞伎クラブによる演
舞。ダンス・カポエラ・播州歌舞伎のコラボレートショー。そんな多文化交流・国際交流のまちづくり
イベントに参加しませんか。また加西市いずみ会による安心・安全な料理の試食なども行われます。

入場無料

★問合先／地域交流センター（蕁瀚０１０６）



―老人保健からのお知らせ―
ご存知ですか？ 高額医療費制度

20２００４年９月号（No.４８３）

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん
9月19日（日） つつみ神経内科 （野上町・蕁瀘２０５０）
20日（祝） みのりクリニック （下宮木町・蕁瀲８４７０）
23日（祝） 小野寺医院 （王子町・蕁瀾３７３７）
26日（日） 西村医院 （中野町・蕁瀲０００１）

10月 3日（日） 北条田仲病院 （北条町・蕁瀚４９５０）
10日（日） 三宅医院 （中野町・蕁瀲００６７）
11日（祝） 小橋医院 （北条町・蕁瀚０４１２）
17日（日） 徳岡内科 （北条町・蕁瀚０１７８）
24日（日） 天沼医院 （北条町・蕁瀚３６３６）

新築・増築・滅失された家屋については、ご連絡をお願いします。★税務課資産税係（蕁瀚8713）
●只今、家屋調査巡回中!

平成14年10月1日の老人保健医療制度の改正により、下表の限度額を超えた分が申請により高額医療費とし
て払戻しされます。

☆高額医療費は通知から２年が経過すると時効となり、支払いできなくなってしまいます。該当者には既に通知

していますが、まだ申請されていない方はお早めに申請してください。

◆必要なもの／健康保険証、老人保健医療証、印鑑、通帳等振込先がわかるもの（郵便局以外）
◆場　所／市役所１階７・８番窓口
◆問合先／市民福祉部保険課　国保医療係（蕁瀚８７２１）

◆日　時／11月22日豺 午前９時30分～12時

◆場　所／健康福祉会館
◆内　容／式典・記念撮影・余興等
◆対　象／平成16年中に結婚50周年を迎えられるご夫婦

（昭和30年に結婚された方）

◆申込締切／10月22日貊
※申込用紙は、各町老人クラブ会長さんからもらっ

てください。

※老人クラブのない町は、市役所健康長寿課まで。

◆申込・問合先／健康長寿課　長寿係（蕁瀚８７２８）

※変更される場合がありますので、事前に確認のうえ受診してください。
その他については、加西市消防本部にお問合せください。
蕁潴1682（テレフォンサービス）または、蕁瀚0119

☆問合先 税務課（蕁瀚8712）

（口座振替のおすすめ）
納税は口座振替制度をご利用されますと便利で安全です。口座振替

のお申し込みは、引き落としを希望される金融機関で申請できます。

国民健康保険税・介護保険料
（普通徴収）第３期分の納期限は

9999月33330000日（木）です。
平成16年度

納期内完納にご協力をお願いします。

一定以上所得者

一　　般

低 所 得
Ⅱ

Ⅰ

※（ ）内は過去12ヵ月間に4回以上高額医療費の支給があった場合の4回目以降の限度額です。

40,200円
72,300円＋
【（実際にかかった医療費－361,500円）×1％】

※（40,200円）

12,000円 40,200円

24,600円

15,000円
8,000円

外来の限度額（個人ごと）

自己負担限度額（月額）

入院及び世帯ごとの限度額
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初
心
者
歓
迎
!

和
太
鼓
の
勇

壮
な
リ
ズ
ム
を
あ
な
た
も
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

対
　
象

市
内
在
住
も
し
く
は
市

内
在
勤
の
20
歳
以
上
の
方

練
習
日

毎
週
水
・
日
曜
日

午
後
７
時
〜

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

申
込
先

商
工
観
光
課

（
蕁
瀚
８
７
４
０
）

加
西
市
が
個
性
的
で
誇
り
あ
る

「
ま
ち
」
と
な
る
よ
う
、
市
民
と

地
区
担
当
職
員
ら
が
建
設
的
な
意

見
交
換
を
行
い
、
相
互
の
理
解
と

信
頼
を
深
め
、
市
民
参
画
に
よ
る

地
域
及
び
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。
市
内
の
ト

ッ
プ
を
き
っ
て
九
会
地
区
で
行
い

ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

９
月
24
日
貊

午
後
７

時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

播
州
加
西
あ
ば
れ
太
鼓

愛
好
会
会
員
募
集

場
　
所

兵
庫
み
ら
い
農
業
協
同

組
合
九
会
支
店
　
３
階
会
議
室

対
象
者

九
会
地
区
の
方

議
　
題

○
少
子
化
・
高
齢
化
の
進
展
に
お

け
る
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
の
課
題
と
対
策
に
つ
い
て

○
少
子
化
時
代
に
お
け
る
幼
稚

園
・
保
育
園
の
課
題
と
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て

問
合
先

秘
書
広
報
課

（
蕁
瀚
８
７
０
１
）

※
そ
の
他
の
地
区
は
、
日
程
が
決

ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

…
聞
こ
え
ま
す
か

子
ど
も
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
…

「
児
童
虐
待
」
っ
て
何
？

児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者
が
18

歳
未
満
の
子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ

け
、
健
や
か
な
成
長
や
発
達
を
損

な
う
行
為
で
す
。

①
身
体
的
虐
待
　
②
性
的
虐
待

③
ネ
グ
レ
ク
ト

（
保
護
の
怠
慢
・
拒
否
）

④
心
理
的
虐
待

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
虐
待
か
な
と

思
っ
た
ら
、
ま
ず
、
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
児
童
相
談
所
）
ま
た
は
、
市

民
福
祉
部
社
会
福
祉
課
女
性
児
童

虐
待
を
見
つ
け
た
ら

す
ぐ
に
通
告
し
ま
し
ょ
う

交通の妨げになる道路に、はみだした草木を所有者は刈り取りましょう。

く

ら

し

の

情

報

係
へ
通
告
・
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

兵
庫
県
中
央
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー

蕁
０
７
８
―
９
２
３
―
９
９
６
６

蕁
０
７
８
―
９
２
１
―
９
１
１
９

市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課

（
蕁
瀚
８
７
２
６
）

〈
結
核
予
防
週
間
〉

９
月
24
日
貊
〜
30
日
貅
は
結
核

予
防
週
間
で
す
。

結
核
は
過
去
の
病
気
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
今
も
毎
年
３
万
人

以
上
の
患
者
が
生
じ
て
い
る
国
内

最
大
の
感
染
症
で
す
。

自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、
年
に

一
度
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
結
核
検
診
の
お
知
ら
せ
〉

市
で
は
、
健
康
福
祉
ま
つ
り
会

場
で
結
核
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

日
　
時

11
月
６
日
貍

正
午
〜
午
後
３
時

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

対
　
象

16
歳
以
上
の
加
西
市
民

で
、
結
核
検
診
の
機
会
が
な
い
方

内
　
容

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

料
　
金

無
料

申
込
・
問
合
先

希
望
者
は
、
10

月
18
日
豺
ま
で
に
健
康
長
寿
課

結
核
検
診
の
お
知
ら
せ

（
蕁
瀚
８
７
２
８
）
へ
、
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

２
０
０
５
年
加
西
市
成
人
式
に

向
け
て
、
式
典
の
企
画
・
運
営
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
運
営
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
の
新
成
人
代
表
者
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
員

10
名
程
度

応
募
資
格

次
の
条
件
を
満
た
す

方盧
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

60
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
加
西
市
内
に
住
民
登
録
ま

た
は
帰
省
先
が
あ
る
方
。

盪
運
営
ス
タ
ッ
フ
会
議
に
継
続
し

て
出
席
で
き
る
方
。

蘆
運
営
ス
タ
ッ
フ
会
議

11
月
か
ら
成
人
式
ま
で
の
間

３
・
４
回
程
度
、
夜
間
に
開
催
。

蘆
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
役
割

成
人
式
の
式
典
に
お
け
る
企
画

や
運
営
に
つ
い
て
、
市
と
協
働
し

て
具
体
的
な
内
容
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
式
典
当
日
の
運
営
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
締
切

10
月
15
日
貊

申
込
・
問
合
先

秘
書
広
報
課

（
蕁
瀚
８
７
０
１
）

２
０
０
５
加
西
市
成
人
式

新
成
人
代
表
者

（
運
営
ス
タ
ッ
フ
）
募
集

★テーマ
『私の元気が地域で活きる』

わたしの元気が地域の元気、地域の元気であなたも
変わるかも! ぜひ、ご参加ください。

◆日　時 11月6日貍 午前10時～午後3時
◆場　所 健康福祉会館（ラヴィかさい）

◆主な内容
蘆式典、基調講演＆パネルディスカッション
蘆体操・体験（健診・測定等）・相談・歯・試食
コーナー、子育てひろば
蘆即売コーナー 等
◆問合先 かさい健康福祉まつり

実行委員会事務局
健康長寿課内
（蕁瀚８７２８）

2004かさい 健康福祉まつり
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く

ら

し

の

情

報

●下水道の使える区域では一日も早く水洗化を!
※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。 ★問合先／上下水道部（蕁瀚8795・8762）

障
害
の
あ
る
方
に
よ
る
美
術
・

文
芸
作
品
及
び
舞
台
芸
術
の
出
演

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

部
　
門

美
術
＝
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
写

真
・
Ｃ
Ｇ
ア
ー
ト
・
書
道

文
芸
＝
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
（
公

募
展
示
未
発
表
の
も
の
）

舞
台
芸
術
＝
音
楽
・
舞
踏
・
演
劇

テ
ー
マ

「
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
」

蘆
皆
さ
ん
が
日
頃
感
じ
て
い
る
こ

と
、
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
、

こ
の
大
会
を
通
じ
て
、
色
々
な
人

達
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

障
害
の
あ
る
個
人
ま

た
は
グ
ル
ー
プ
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の

方応
募
期
間

10
月
15
日
貊
必
着

※
詳
細
は
、
展
示
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
社
会
福
祉

課
に
あ
り
ま
す
。

応
募
・
問
合
先

第
４
回
全
国
障

第
４
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭

ふ
れ
愛
の
じ
ぎ
く

兵
庫
大
会

害
者
芸
術
・
文
化
祭
　
ふ
れ
愛
の

じ
ぎ
く
兵
庫
大
会
　
芸
術
・
文

芸
・
舞
台
芸
術
公
募
展
事
務
局

〒
６
５
０
―
８
５
６
７
　
神
戸
市

中
央
区
下
山
手
通
５
丁
目
10
番
１

号
（
蕁
０
７
８
―
３
６
２
―
３
２

３
７
、
蕭
０
７
８
―
３
６
２
―
３

９
１
１
）

平
成
16
年
４
月
よ
り
児
童
手
当

制
度
が
改
正
さ
れ
、
支
給
対
象
年

齢
が
義
務
教
育
就
学
前
ま
で
か

ら
、
小
学
校
第
３
学
年
修
了
前
ま

で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
に
児
童
手
当
等
の
支
給
対

象
と
な
る
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い

る
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
６
月
下

旬
に
申
請
用
紙
を
送
付
し
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い

方
は
至
急
認
定
（
ま
た
は
額
改
定
）

請
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
９
月
30
日
ま
で
に
申
請
さ
れ
た

場
合
、
手
当
が
４
月
分
ま
で
を
上

限
と
し
て
遡
っ
て
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
10
月
１
日
以
降
の

申
請
に
つ
い
て
は
、
申
請
月
の
翌

月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
注
）
所
得
が
一
定
額
以
上
の
方

や
申
請
書
類
を
提
出
さ
れ
な
い

児
童
手
当
の
認
定
（
額
改
定
）

請
求
手
続
は
お
済
み
で
す
か
？

方
は
、
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

申
請
期
限

９
月
30
日
貅

申
請
・
問
合
先

社
会
福
祉
課
女

性
児
童
係
（
蕁
瀚
８
７
２
６
）

花
と
緑
に
興
味
を
持
ち
な
が
ら

今
ま
で
機
会
が
な
か
っ
た
方
に
、

自
分
な
り
の
関
わ
り
を
見
つ
け
る

き
っ
か
け
と
な
る
講
座
で
す
。

日
　
時

蘆
10
月
13
日
貉

午
前

10
時
35
分
〜
午
後
４
時
15
分

蘆
14
日
貅

午
前
９
時
15
分
〜

午
後
４
時
15
分

蘆
15
日
貊

午
前
９
時
15
分
〜

午
後
２
時
40
分

場
　
所
〈
教
室
〉
ア
ス
テ
ィ
ア
か

さ
い
３
階
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

集
会
室

〈
実
習
地
〉

市
役
所
来
庁
者
駐
車
場
前
緑
地

内
　
容

〈
１
日
目
〉

蘆
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
基
本
的
な
考
え
方
を
学
び
ま

す
。

蘆
２
日
目
の
設
計
に
役
立
て
る
た

め
実
習
地
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

〈
２
日
目
〉

蘆
み
ん
な
で
つ
く
る
緑
地
の
デ
ザ

県
立
淡
路
景
観
園
芸
学
校

出
前
講
座
の
加
西
開
催

イ
ン
に
つ
い
て
班
ご
と
に
話
し
合

い
、
植
栽
計
画
を
立
て
ま
す
。

蘆
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
寄

せ
植
え
な
ど
の
花
飾
り
の
技
術
を

学
び
ま
す
。

〈
３
日
目
〉

実
習
地
で
実
際
に
前
日
に
デ
ザ

イ
ン
し
た
緑
地
を
作
り
ま
す
。

参
加
費

３，
４
０
０
円

（
保
険
代
を
含
む
）

申
込
期
限

10
月
１
日
貊

主
　
催

県
立
淡
路
景
観
園
芸
学

校
・
加
西
市
・
根
日
女
花
倶
楽
部

申
込
・
問
合
先

都
市
整
備
部
花

と
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
担
当

（
蕁
瀚
８
７
５
１
）

日
　
時

10
月
22
日
貊

①
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
　
所

小
野
市
市
民
研
修
セ
ン

タ
ー
（
小
野
市
福
住
町
）

募
集
人
員

午
前
・
午
後
各
20
組

電
話
申
し
込
み
先
着
順
　
※
無
料

応
募
条
件

生
後
４
ヶ
月
か
ら
概

ね
１
才
ま
で
、
犬
の
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注
射
及
び
ジ
ス
テ
ン
バ

ー
・
パ
ル
ボ
等
七
種
（
五
種
）
混

合
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
完
了
し
て
い

る
こ
と
。

飼
い
犬
の
「
し
つ
け
方

教
室
」
の
参
加
者
募
集

★文　芸　展 10月13日貉～17日豸
アスティアかさい 3階　交流プラザ

★市民音楽祭 11月3日（水・祝）
市民会館　文化ホール

★囲 碁 大 会 11月3日（水・祝）
コミセン　3階
和室

★いけばな展 11月6日貍～7日豸
コミセン　3階　小ホール

★秋の芸能祭 11月7日豸　市民会館　文化ホール
★茶　　席 11月7日豸　コミセン　3階　和室
★美術公募展 11月10日貉～14日豸

コミセン 2階・3階
小ホール・他

★おやこ劇場 11月28日豸
アスティアかさい 3階 多目的ホール

第38回　加西市文化祭
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加西市への寄付
○国際ソロプチミスト加西

会長　埴岡柚利

庁内案内板

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
一般預託
○大橋博 １万円

○美心 ２万円

○加西中学校第41回卒業生一同　

９万73円

○株式会社本陣 １万443円

○匿名 １万円

○匿名 20万円

指定預託
☆あしなが育英会へ

○匿名 ５万円

供養預託
○（故）織田重男様ご遺族 10万円

善意の花束

お く や み

後藤　良美 67 規　之 大　村
竹内　　馨 90 徹 乙和泉
高見　道子 55 勉 野　上
闍井　　賢 78 隆　正 下若井
志方　三治 77 文　和 朝　妻
藤原　正子 80 克　弘 加西の里
久保田　要 91 長濱進 本　町
高野　國男 81 美代子 東野田
池澤ひで子 74 澤中文行 下宮木
中津　真弥 0 拓　也 横　尾
重松　照男 75 昭 西　長
野　義和 69 孝　二 繁　昌
西村キヌ子 78 栄　俊 西　南
衣笠　正己 81 正　　 尾　崎
橋本　仁志 67 謙 横　尾
前田あさ子 76 秀　信 西笠原
松本よしゑ 87 正 福　吉
藤元　一郎 42 博　和 上芥田
亀井　キク 97 廣　子 駅　前
玉井　幸三 55 悦　子 古坂２丁目
西村　　茂 80 栄　俊 西　南
繁中　　弘 89 弘　一 玉　野
岩本たつゑ 89 一　夫 豊　倉
闍橋みさを 89 敏　一 鶉野中
井上千恵子 71 義　一 網　引
加古きくの 92 修 田　原
安富ちゑ子 85 幸　雄 畑
山下真理子 49 史　郎 山下中
丸山　定雄 76 よ　し 東　南
神田　欣也 29 幸　一 山　田
佐伯　　豐 76 正　紀 西笠原
宇高　まつ 89 敏　信 殿　原
小川　　賢 75 初　男 田　谷
植田　卓二 90 俊　弘 池　上
村田　俊雄 72 雅　彦 西　長

死亡者 年齢 喪主 町名

（８月31日受付分まで・敬称略）

内
　
容

①
飼
い
犬
の
遵
守
事
項

②
し
つ
け
の
必
要
性
と
基
本
③
し

つ
け
の
実
技
④
ゲ
ー
ム
等

申
込
・
問
合
先

10
月
４
日
豺
〜

10
月
８
日
貊
に
、
電
話
で
社
健
康

福
祉
事
務
所
・
薬
務
生
活
衛
生
課

（
蕁
０
７
９
５
瀚
５
１
１
１
（
内

線
３
３
４
））
ま
で
。

―
10
月
18
日
豺
〜
24
日
豸
は

行
政
相
談
週
間
で
す
―

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

に
関
す
る
国
民
の
理
解
と
認
識
を

深
め
、
同
制
度
の
利
用
を
促
進
す

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
毎
年

「
行
政
相
談
週
間
」
を
設
け
、
全

国
一
斉
に
各
種
相
談
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の
週

間
に
合
わ
せ
て
、
次
の
と
お
り
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

秋
季
行
政
相
談
所
の

開
設

（敬称略）

※
相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守

日
時
・
場
所

蘆
10
月
14
日
貅

午
後
１
時
30
分

か
ら
４
時
　
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

蘆
10
月
21
日
貅

午
後
１
時
30
分

か
ら
４
時
　
北
部
公
民
館

相
談
担
当
者

内
藤
稔
・
大
久
保

多
代
（
行
政
相
談
員
）

問
合
先

市
民
相
談
係

（
蕁
瀚
８
７
０
５
）

日
　
時

10
月
24
日
豸

午
前
10
時
〜

※
雨
天
の
場
合
10
月
31
日
豸

場
　
所

北
条
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

申
込
先

各
地
域
の
支
部
長
ま
で

問
合
先

加
西
市
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
事
務
局
（
社
会
福
祉
協
議

会
内
（
蕁
瀚
８
８
８
８
））

第
23
回
加
西
市

障
害
者
運
動
会
開
催

★
看
護
学
生

応
募
資
格

高
卒
（
見
込
み
）
〜

24
才
未
満
の
男
女

一
次
試
験

10
月
17
日
豸

★
防
衛
大
・
防
衛
医
大

応
募
資
格

高
卒
（
見
込
み
）
〜

21
才
未
満
の
男
女

一
次
試
験

11
月
６
日
貍
・
７
日

豸
（
防
衛
医
大
）、
11
月
13
日
貍
・

14
日
豸
（
防
衛
大
）

受
付
期
間

10
月
１
日
貊
ま
で

詳
細
・
問
合
先

青
野
原
分
駐
所

（
蕁
０
７
９
４
焜
７
９
５
９
）

日
　
時

10
月
23
日
貍
　
※
雨
天

24
日
　
午
前
９
時
〜
12
時
15
分

第
12
回
加
西
工
業
団
地
杯

少
年
少
女
駅
伝

カ
ー
ニ
バ
ル
参
加
者
募
集

防
衛
庁
学
生
募
集

場
　
所

加
西
工
業
団
地
周
辺
コ

ー
ス
（
朝
妻
町
）

チ
ー
ム
編
成

加
西
市
内
に
通
学

す
る
小
学
生
で
、
学
年
別
・
男
女

別
で
編
成
（
小
学
校
区
に
限
り
ま

せ
ん
）

区
間
・
距
離

各
部
と
も
５
区
間

（
１
区
間
９
０
０
ｍ
）

申
込
締
切

10
月
８
日
貊

参
加
費

無
料

申
込
先

〒
６
７
５
―
２
４
５
１

上
万
願
寺
町
９
７
３
　
池
田
文
胤

宛
（
蕁
瀝
０
３
５
５
）

募
集
人
員

蘆
10
月

２
歳
児
（
平
成
16
年
４
月
で
２
歳

に
な
っ
て
い
る
幼
児
）
１
名

３
歳
児
（
平
成
16
年
４
月
で
３
歳

に
な
っ
て
い
る
幼
児
）
２
名

蘆
11
月
　
３
歳
児
　
１
名

蘆
12
月
　
３
歳
児
　
２
名

保
育
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時
30
分
　
※
土
曜
日
は
休
み

料
　
金

４
週
間
８，
０
０
０
円

申
込
・
問
合
先

ぜ
ん
ぼ
う
保
育

所
（
蕁
瀾
３
７
６
５
）

保
育
園
の
生
活
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

体
験
保
育
参
加
募
集
中
!

く

ら

し

の

情

報

●ごみの持ち込みについて…受入時間／月・火・木・金曜日　9時～16時30分（但し祝日と12時～13時は除く）
毎週水曜日は、ごみ処理の都合で持ち込みができません。★クリーンセンター（蕁瀟0602）
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■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

人　口／ 51,241（－24） 世帯数／ 16,526（－ 7）
男　／ 24,805（－12） 女　／ 26,436（－12）

KASAIデータバンク発行／加西市 〒675－2395 加西市北条町横尾1000番地 蕁0790瀚1110豎
編集／企画総務部秘書広報課 蕁0790瀚8701 蕭0790潴0291

●ホームページ http: //www.city.kasai.hyogo. jp

蜻

H16.9.1現在（前月比）

大豆インキを使用しています。

最愛の妻を殺した男
三日目の朝に自首
「空白の二日間」男は
なぜ？ さまざまな理
不尽を呑込んで生きて
いく人間　状況に流さ
れず、自らの生き方を
選び取っていくのは容
易なことではない。
あの…寺尾　聰主演

≪命≫の意味を問いかける映画

◆日　時／10月23日貍
1回目　10：00～12：00
2回目　14：00～16：00
3回目　18：00～20：00

※開場はいずれも30分前
◆場　所／市民会館　文化ホール
◆入場料／一般　1,000円

60歳以上・高校生以下　500円
（全席自由・消費税込　当日 200円増）
市民会館等でチケット発売中

◆問合先／市民会館（蕁潴0160）（月曜日休館）

ヒット映画第2段「半落ち」（警察用語）
―第12回シネマかさい―

◆日　時／10月8日貊
開場：午後6時30分
開演：午後7時
終演：午後8時10分

◆場　所／市民会館　小ホール
◆入会金／300円
会費　月800円（4才以上）

※但し、3ヶ月以上続けてください。
◆問合先／加西おやこ劇場

（蕁・蕭潴0830）

「ともだちや―ともだちくるかな―」
―加西おやこ劇場　第97回例会―

◎交通事故を防ぐためにマナーアップ運動をすすめ
ましょう!

3つのマナーアップ
★右左折時の早めの合図
★夕暮れ時の早めのライト点灯
★イエローストップ（黄信号では止まる）
◎秋の全国交通安全運動
◆期　間／9月21日貂～30日貅
【重点】高齢者の交通事故防止

蘆夕暮れ時と夜間の交通事故防止
蘆シートベルト・チャイルドシートの

正しい着用の徹底
蘆交差点での交通事故防止

◎安全・安心のまちづくり市民大会
◆日　時／10月1日貊 午後7時30分～
◆場　所／市民会館文化ホール
◆内　容／講演：「子どもたちは　今」

講師：栗木　剛氏
（兵庫県野外レクリエーション指導者協議会）

加西警察署からのお知らせ

加西市は花にゆめを託し、
人と都市と自然がやさしく調
和した潤いのある文化都市
をめざしています。今回、
花をテーマとした「写真」
作品を広く全国から公募し、
花のまち「加西」にふさわ
しい第15回「花の美術大賞
展」を開催します。

◆テーマ／花をテーマに自由に表現した写真作品
◆規　格／四つ切り（ワイド四つ切り可）の未発表単写真

カラー、モノクロ共に縁なしプリントのみ
（デジタル処理は明記）

◆資　格／アマチュア・プロフェッショナル、年齢、性
別、国籍は不問。（但しスタッフを除く）

◆公募期間／11月1日豺～12月20日豺
（消印・受付印有効）応募は郵送のみ

◆表　彰／花の美術大賞　　1点（副賞100万円）
ゆめ賞（準大賞）1点（副賞 50万円）
パルナス新人賞　1点（副賞 30万円）
根日女賞（優秀賞）10点　ほか多数

なお、大賞・ゆめ賞・新人賞は著作権を含む買上
げ賞となります
◆展覧会／平成17年3月19日貍～3月27日豸

アスティアかさい 3F 交流プラザ《入場無料》
◆出品料／1点につき1,000円、郵便小為替にて作品に同封
◆応募要項／応募用紙の必要な方は、返信用90円
切手を同封の上、事務局まで申し込んでください。
◆事務局／〒675-2395 加西市北条町横尾1000

加西市教育委員会内「加西市花の美術大
賞展実行委員会事務局」（蕁瀚8775）

加西市
教育委員会後援




